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集
合
財
産
担
保
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

ー
日
独
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制
度
の
横
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的
比
較
i

目

次

問
題
の
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在
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章
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一
節
問
題
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説

第
一
節
わ
が
国
に
お
け
る
集
合
物
概
念

第
二
節
ド
イ
ツ
に
お
け
る
集
合
物
概
念

第

三

節

小

括

(

以

上

、

四

一

巻

四

号

)

第
三
章
ド
イ
ツ
の
集
合
財
産
担
保

序第
一
節
集
合
動
産
担
保
法
理
の
展
開
動
産
を
中
心
と
す
る
集
合
財
産
の
担
保
化

序第
一
款
譲
渡
担
保
に
よ
る
集
合
財
産
の
担
保
化

第
二
款
登
録
質
権
に
よ
る
集
合
財
産
の
担
保
化
(
以
上
、
本
号
)

第
二
節
従
物
法
理
の
展
開
|
不
動
産
を
中
心
と
す
る
複
合
財
産
の
担
保
化

第

三

節

小

括

第
四
章
日
本
の
集
合
財
産
担
保

む
す
び

雪ム
ロ岡

第
三
章

ド
イ
ツ
の
集
合
財
産
担
保

序

こ
こ
で
は
、

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
集
合
財
産
担
保
の
効
力
を
検
討
す
る
。
問
題
状
況
と
検
討
の
順
序
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
く
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」
と
に
し
た
い
。

回
。
切
に
は
動
産
担
保
権
と
し
て
の
質
権
(
図
。
∞
一
二

O
四
条
)

や
所
有
権
留
保
(
切
の
回
四
五
五
条
)
、
不
動
産
担
保
権
と
し
て
の
抵
当

な
ど
の
規
定
が
あ
る
。
ま
た
、
∞
の
∞
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
判
例

(
1
)
 

や
学
説
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
動
産
や
債
権
の
譲
渡
担
保
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
手
段
は
、
い
ず
れ
も
目
的
物
を
包

権
(
切
の
回
一
一
一
三
条
)

や
土
地
債
務
(
切
の
∞
一
一
九
一
条
)

括
的
に
把
握
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
商
品
在
庫
の
譲
渡
担
保
は
、
ま
さ
に
商
品
群
を
一
括
し
て
譲
渡
担
保
の
対
象
と
す
る
も
の

(
2
)
 

で
あ
る
。
ま
た
、
抵
当
権
の
効
力
は
、
不
動
産
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
従
物
と
な
っ
て
い
る
動
産
に
も
及
ぶ
と
い
う
形
で
、
不
動
産
と
と
も

(
3
)
 

に
動
産
を
も
包
括
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
債
務
や
定
期
土
地
債
務
も
そ
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
の
点
で
は
抵
当

(
4
)
 

権
に
等
し
い
。

本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
担
保
手
段
を
動
産
を
中
心
と
す
る
担
保
目
的
物
の
包
括
化
と
不
動
産
を
中
心
と
す
る
そ
れ
に
分
け
て
順
次
検
討
す

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

る
。
第
一
章
第
二
節
に
お
い
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
両
者
の
相
違
は
、
動
産
と
不
動
産
の
違
い
だ
け
で
は
な
い
。
前
者
は
、
複
数
の
動

産
の
一
括
担
保
化
で
あ
る
。
他
方
、
後
者
は
、
複
数
の
不
動
産
の
担
保
化
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
不
動
産
と
そ
れ
に
関
係
す
る
動
産
群
か

ら
な
る
財
産
複
合
体
の
担
保
化
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
は
そ
の
担
保
の
客
体
が
異
な
っ
て
い
る
。

注
(
1
)
と
く
に
、
動
産
の
譲
渡
担
保

Env巾「ロロ岡山岳
U

巾
5
四
E
口
問
)
は
、
動
産
質
権
に
つ
い
て
の
占
有
質
権
の
原
則
(
切
の
∞
一
ご

O
五
条
)
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
無
占
有
担
保
権
と
し
て
∞
の
∞
の
制
定
後
も
河
(
U
C
2
-
〈・

5
・
H
H
E
C
H
B回
-nω
・国

Nω
品

¥CH
唱掲の
N
S
-

コC
に
よ
っ
て
承
認
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
明
コ
円
N
E
E
G
g
町
田
山
口
『
¥
問
。
一
『

ω
g「口町『・「巾
E
5
5
F
ι
g
∞回目
F
S『
2
Z・
5
・〉
ED--H
句。
N
-

∞
'
E
∞
・
ゃ

周司民∞め『

Mn-T
間以

m
g
Eヨ
2
。「

Z
E
-
7
5己
的

EMm『ロロ岡田口町内『丹「白岡ロ口問-∞門凶

N
Z
N
〉
E
-
J
E∞。
'

m

A

な
ど
参
照
。

(
2
)

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
巴

sqロロ岡田口町内『
2
四ロロロ同〈
C

口
当
R
g
g間
巾
「
ロ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
判
例
・
学
説
と
も
、
そ
の
有

効
な
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
判
例
・
学
説
と
も
、
い
わ
ゆ
る
寸
分
析
論
」
に
立
ち
、
集
合
物
を
物
の
概
念
と
し
て
認
め
て
い
な
い
た
め
、
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説

あ
く
ま
で
個
別
商
品
の
譲
渡
担
保
の
集
合
と
い
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

な
お
、
債
権
に
つ
い
て
も
同
様
に
包
括
的
な
債
権
譲
渡
が
判
例
上
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、

E
S血
友
巾
訟
5
ロ
と
呼
ば
れ
る

方
法
と
玄

E
Rぽ
3
2
8
と
呼
ば
れ
る
方
法
と
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
∞

E
『¥∞門口『ロ巾『
'
P
白
0
・
(
〉
ロ
g
a
H
)

唱
∞
め
ω
去

や
∞
巾
『
FnF
白白血・

0
・4(

〉
ロ
ヨ
-
H
)
'
ω
-
N
叶
ω'
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

も
っ
と
も
、
包
括
的
債
権
譲
渡
は
、
そ
の
登
場
の
経
緯
か
ら
み
て
、
商
品
在
庫
の
譲
渡
担
保
を
前
提
に
、
そ
の
商
品
の
売
掛
代
金
債
権
を
担

保
目
的
物
と
し
て
把
握
し
た
い
と
い
う
債
権
者
の
要
求
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
(
〈
包

rコ円
F
白血・

0
岨
(
〉
ロ
ヨ
-H)
・∞
-
N
叶
ω
-
F
Z
「
田
口
-
-
o
d〈
-

H
U
円
宮
島
町
「

F
a
-
Z
R
F
m
『E
g
g
-
ω
・〉口同】

'
5
8・
ω
ω
ω
。
『
同
)
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
動
産
群
の
譲
渡
担
保
の
み
を
考
察
の

対
象
と
し
て
お
き
た
い
。

(
3
)
こ
の
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
切
の
∞
一
一
一
一

O
条
、
一
一
二
一
条
、
一
一
二
三
条
の
三
か
条
で
あ
る
。
こ
の
従
物
へ
の
抵
当
権
の
効
力

に
つ
い
て
は
、
学
説
上
、
経
済
的
一
体
性
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
〈
同
-
-
∞
巴
「
¥
P
E
『
ロ
戸
恒
国
・
0
・-(〉ロヨ
-H)-ω
・品〔)叶・

(4)
切
の
∞
一
一
九
二
条
は
、
土
地
債
務
に
つ
き
抵
当
権
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
ま
た
、
定
期
土
地
債
務
は
、
土
地
債

務
の
特
殊
な
形
態
で
あ
る
の
で
、
土
地
債
務
と
同
様
に
、
抵
当
権
の
責
任
の
範
囲
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
(
〈
同
一
三
宮
内

F
2
2
穴

D
B
-

自巾口門担吋
N
E
自
∞
ロ
『
間
2
・znFmロの巾印巾門
N
U
ロ円
-
Y

切
品
・
品
∞
即
門
町
時
間
】
『
町
円
『
?
N
-
〉匡巴
E'H
匂∞。・間

H
H
N
O
河内田口
E
印
同
町
ニ
∞
]
{
品
斗
O
[
U
5
R『円以円}内呂田口口]・)。

言冷

第
一
節

集
合
動
産
担
保
法
理
の
展
開

l
動
産
を
中
心
と
す
る
集
合
財
産
の
担
保
化

序

動
産
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
集
合
財
産
の
担
保
化
を
め
ぐ
る
動
き
に
は
、
二
つ
の
現
れ
方
が
あ
る
。

一
つ
は
、
在
庫
商
品
や
在

北法45(5・94)788



庫
原
材
料
の
担
保
化
と
い
う
要
請
に
応
え
て
、
実
務
の
上
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
お
芝
】
巾
「

E
想
e

5
2
2間
口
口
口
問
〈
。
ロ
者
向

g
g岡町「ロ)
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
譲
渡
担
保
の
客
体
で
あ
る
在
庫
商
品
に
つ
い
て
は
、
∞
の
切
の
物
に
関
す
る
原

い
わ
ゆ
る
分
析
論
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
譲
渡
担

保
の
客
体
は
あ
く
ま
で
個
々
の
商
品
で
あ
り
、
在
庫
商
品
の
数
だ
け
譲
渡
担
保
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
ら
複
数
の
譲
渡

担
保
を
一
括
し
て
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

則
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
た
め
、
現
在
に
お
い
て
も
集
合
物
論
で
は
な
く
、

一
物
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
が
、

わ
が
国
に
お
け
る
集
合
動

産
譲
渡
担
保
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
現
れ
方
と
は
、
立
法
に
よ
り
、
集
合
物
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
複
数
の
動
産
を
一
括
担
保
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
l
)
 

こ
れ
に
は
、
集
合
物
た
る
農
業
属
具

2
2
2
S「
)
に
つ
い
て
登
録
質
権
の
設
定
を
許
す
用
益
賃
貸
借
信
用
法

(
3月
宮
町
邑
芹
胃
認
定
)
と
、

(2) 

用
益
賃
貸
借
信
用
法
と
同
様
の
手
法
に
よ
り
在
庫
商
品
を
「
一
物
」
と
し
て
登
録
質
権
の
客
体
と
す
る
法
案
の
二
つ
が
あ
る
。
後
者
は
、
何

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

度
か
提
案
さ
れ
た
が
、

い
ま
だ
、
立
法
に
至
っ
て
い
な
い
。

(

3

)

(

4

)

 

以
下
で
は
、
右
で
述
べ
た
二
つ
の
現
れ
方
の
う
ち
、
最
初
に
、
前
者
を
と
り
上
げ
る
。
次
に
、
法
案
提
出
の
段
階
の
も
の
を
含
め
た
後
者

を
と
り
上
げ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
動
産
を
中
心
と
す
る
集
合
財
産
担
保
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
が
明
ら

か
に
な
ろ
う
。

注
(
1
)
も
っ
と
も
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
に
お
い
て
集
合
物
概
念
が
採
用
さ
れ
た
か
否
か
自
体
、
争
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
我
妻
栄
「
濁
逸
に
於
け
る
小
作
財
団
の
上
の
登
録
質
制
度
の
創
設
」
同
『
動
産
抵
当
制
度
』
八
一
頁
(
勤
草
書
房
、
昭
三
二
)
は
、

集
合
物
た
る
農
業
属
具
と
し
て
の

E
E
n
Z
S〈
g
g「
ョ
を
「
小
作
財
団
」
と
呼
ん
で
い
る
。

な
お
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
の
前
身
は
、
一
九
二
六
年
七
月
九
日
の
「
農
業
用
益
賃
借
入
(
小
作
人
)
に
固
定
資
本
信
用
の
獲
得
を
可
能
な

ら
し
め
る
法
律
(
の
巾
認
定
宮
守
え

rzι
広
明
『
B
D四

-xE口問仏
R
穴
忍
芹
弘
青
色
芹

σ
2円
宮
内
向
ロ
ロ
岡
町
ロ
二
回
口
仏
4
2
2
山
口
宮
注
目
n
Z
3
n
F
R「
)
」
で
あ
っ
た
。
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吉見

し
か
し
、
こ
の
法
律
は
、
一

O
年
の
時
限
立
法
で
あ
っ
た
た
め
、
何
度
か
延
長
さ
れ
た
後
、
一
九
五
一
年
八
月
五
日
に
こ
れ
に
代
わ
っ
て
用
益

賃
貸
借
信
用
法

(
E
n
Z可
旦
同
仲
間
2
2
N
)
が
制
定
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
両
者
に
、
内
容
的
な
相
違
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
〈
包
宮
高
g
z
g巾-

E
印
ロ
ロ
・
河
内
円
宮
田
町
ロ
コ
同
時
ロ
己
巾
印
宮
。
玄
一

HMW『宵「巾門
Z
Z
E
己
内
「
「
白
ロ

ι耳目「門印円町田町門河巾門}回門的〈巾『四
-2円}足ロ品巾

U
白『印丹市

-Z口
岡
田
口
出
色
町
田
島
市
己
昨
日
門
町
市
ロ
ロ
ロ
且
同
「
同
ロ
I

ND包山内
-Mmロ河巾円}】
F
H
匂⑦∞

-
U
Z由
。
。
2
5何時ロ
-m・∞
C一
問
的
】
門
『
丹
市
『
白
血
ロ

PHU白円
z
r円巾己広岡町印内定・目ハ
O
B
B巾ロ
g
「
・
同
市
山
町
少
∞

-N円、〈町『
FEロ
【
出
口
口
町
巾
口
且
巾
由

。2円
山
内
町
四
ロ
宮
口
己
巾
印

g
m
g
-
H
垣
島
否
定

Fcps品
匂
唱
ロ
『
巴
円
宮
田
門
町
内
ロ

Z
「
-
N
0
2
・

(2)
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
、
穴

2
2
5
案
や

0
2吉
田
口
口
提
案
、

r
z
z
m『
提
案
、
さ
ら
に
戸
各
邑
釦
ロ
ロ
提
案
な
ど
、
具
体
的
に
法
案
が

準
備
さ
れ
た
り
、
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
の
立
法
提
案
が
行
な
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
動
産
担
保
立
法
に
関
し
て
は
、
]
口
三

5
項
目
一
宮
市
百
出
色
巾
呂
田
口

P
U
H巾
司
。
三
月

Fコ
苦
己

Z
N
5
-『町内
F
Z
E
岡
田

a
U
E『
E
E
m『
?
E

M
-
-
z色
丹
市

-
H
3
0‘
∞

コ

m
R
K
E
E
F
-巳印
F
2昌
之
-
m』
与
え

E
間
的
与
え
巳
四
ロ
ロ
口
問
。

ι
2
F両国的丹市『又山口仏『町内
Z
-
E
S
-
-垣
内
「
ロ
ミ
∞
n
E
F巾ユ

(〈巾『凹
a
)

・
巴
ロ

-
2
Z口問・

5
・者向

2
2
W
E
F
m
Z
¥垣
内
「
ロ
巾
「

ω円
F
g
R
E
G
g
河内間関巾

(
F
a
t
-
〉
r
E
m
g戸市内民『

0
2
5
F
g
p
n
Z
H
C
ω
ω

早
合

同

J2oro--巾
島
町
『
〉
=
凹
的
円

F
E
R
-
∞
門
戸
田

ω・
5mvc・
m-ω
∞
民
な
ど
の
文
献
を
参
照
し
た
。

な
お
、
在
庫
商
品
の
登
録
質
権
制
度
の
創
設
を
含
め
た
動
産
担
保
制
度
の
改
革
に
関
す
る
議
論
は
、
民
法
典
施
行
以
後
、
ド
イ
ツ
法
曹
大
会

に
お
い
て
何
度
か
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
に
お
け
る
動
産
担
保
改
革
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
、
す
で
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
鳩
山
秀
夫
「
濁

逸
法
曹
大
曾
よ
り
」
法
協
三

O
巻
(
一
二
号
八

O
頁
)
二

O
二
二
頁
(
大
元
)
は
第
一
一
一
一
回
ド
イ
ツ
法
曹
大
会
に
お
け
る
譲
渡
担
保
の
規
制
問

題
を
紹
介
し
て
い
る
し
、
田
中
克
志
「
西
ド
イ
ツ
の
動
産
担
保
改
革
議
論
に
つ
い
て
」
富
大
経
済
論
集
二
九
巻
(
三
号
六
一
頁
)
二
九
三
頁
以

下
(
昭
五
九
)
は
近
時
の
議
論
、
と
り
わ
け
第
五
一
回
ド
イ
ツ
法
曹
大
会
に
お
け
る
議
論
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
江
幸
治
『
担
保
制

度
の
研
究
』
一
二
五
頁
以
下
(
成
文
堂
、
平
一
冗
)
は
、
一
九
一

O
年
以
降
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
紹
介
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
個
別
に
改
革
案
の
紹
介
も
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

p
-
E
S
案
を
紹
介
し
た
寺
田
治
郎
「
濁
逸
の
『
カ
イ
ナ

l
ト
案
』
」
法

協
五
五
巻
(
一
号
一
一
八
頁
)
一
一
八
頁
以
下
(
昭
一
一
一
て
さ
ら
に

Z
Eヨ
自
ロ
提
案
を
紹
介
し
た
長
谷
部
茂
吉
「
濁
逸
の
『
信
用
捨
保
法
草
案
』

二
)
(
二
・
完
ご
法
協
五
七
巻
(
五
号
六
九
頁
)
八
六
五
頁
以
下
(
昭
一
四
)
、
同
巻
(
六
号
五
三
頁
)
一

O
五
三
頁
以
下
(
昭
一
四
)
な
ど

が
あ
る
。

(
3
)
ド
イ
ツ
の
集
合
動
産
譲
渡
担
保
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
す
で
に
、
回
島
順
「
手
持
商
品
の
貰
渡
捨
保
」
論
叢
三
五
巻
(
二
号
二

O
入
賞
)

号ι
日間
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三
九
二
頁
以
下
(
昭
一
二
、
同
「
動
産
抵
首
の
承
認
」
論
叢
三
六
巻
(
一
号
一
頁
)
一
頁
以
下
(
昭
一
一
一
)
、
同
「
商
品
抵
蛍
の
取
扱
」
論
叢

三
七
巻
(
六
号
一
頁
)
九
二
三
頁
以
下
(
昭
二
二
、
同
「
動
産
抵
蛍
の
効
力
」
論
叢
三
九
巻
(
一
号
一
頁
)
一
頁
以
下
(
昭
二
三
、
米
倉
明
「
流

動
動
産
譲
渡
担
保
論
一
斑
(
一

)
l
(
五
)
」
北
法
一
八
巻
(
二
号
三
一
頁
)
二
四
五
頁
以
下
(
昭
四
二
)
、
同
巻
(
三
号
八
二
員
)
四
八
七
頁

以
下
(
昭
四
三
)
、
同
巻
(
四
号
一
頁
)
六
六
三
頁
以
下
(
昭
四
三
)
、
一
九
巻
(
二
号
四
一
頁
)
二
六
七
頁
以
下
(
昭
四
三
)
、
同
巻
(
三
号
一

頁
)
四
九
九
頁
以
下
(
昭
四
四
)
[
同
『
譲
渡
担
保
の
研
究
』
一
一
三
頁
以
下
(
有
斐
関
、
昭
五
二
所
収
]
、
古
積
健
三
郎
「
『
流
動
動
産
譲
渡

担
保
』
に
関
す
る
理
論
的
考
察
(
こ
」
論
叢
一
コ
一
三
巻
二
号
二
八
頁
(
平
五
)
な
ど
が
あ
る
。

(4)
た
だ
し
、
す
べ
て
の
立
法
提
案
な
り
、
法
案
を
詳
細
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
一
款

譲
渡
担
保
に
よ
る
集
合
財
産
の
担
保
化

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

序

譲
渡
担
保
に
よ
る
集
合
財
産
の
担
保
化
の
前
提
と
し
て
、
譲
渡
担
保
自
体
の
有
効
性
が
問
題
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
回
の
切
の
動
産
質

(
1
)
 

権
に
関
す
る
占
有
質
権
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
目
的
物
の
占
有
を
債
務
者
に
残
し
た
ま
ま
、
動
産
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
図
。
∞
は
、

一
方
で
動
産
質
権
に
つ
い
て
占
有
質
権
の
原
則
を
採
用
し
た
。

し
か
し
、
譲
渡
担
保
そ
れ
自
体
を
明
確
に
禁
止

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
占
有
質
権
の
原
則
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
の
は
、
占
有
移
転
を
行
な
わ
な
い
質
権
設
定
に
限
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
∞
の
切
の
制
定
に
際
し
て
、
積
極
的
に
譲
渡
担
保
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
起
草
委
員
会
は
、

北法45(5・97)791 



説

譲
渡
担
保
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
は
将
来
の
判
例
と
学
説
の
進
展
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
譲
渡
担
保
に
関
す
る
規
制
を
い

(
2
)
 

わ
ば
空
白
の
ま
ま
残
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
一
部
で
は
、
譲
渡
担
保
と
い
う
手
段
を
法
的
に
有
効
と
認
め
れ
ば
、

論

占
有
質
権
原
則
に
対
す
る
脱
法
行
為
を
許
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
や
、
流
質
禁
止
規
定
に
関
す
る
脱
法
行
為
と
な
る
の

(
3
)
 

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
疑
い
、
さ
ら
に
譲
渡
担
保
は
虚
偽
表
示
で
あ
っ
て
無
効
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
判
例
・
学
(
4
)
 

説
は
、
∞
の
∞
の
制
定
以
前
か
ら
実
務
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
譲
渡
担
保
と
い
う
手
法
を
、
切
の
∞
制
定
後
も
有
効
と
判
断
し
、
支
持
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
判
例
・
学
説
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
譲
渡
担
保
は
、

そ
の
客
体
の
点
で
、

さ
ら
に
、

一
歩
進
も
う
と
し
た
。
た
と
え

ば
、
庖
舗
に
存
す
る
在
庫
商
品
を
担
保
に
と
る
場
合
、
設
定
者
に
占
有
を
残
し
て
し
か
も
そ
れ
ら
商
品
を
一
括
し
て
担
保
化
で
き
れ
ば
、
債

権
者
に
と
っ
て
も
債
務
者
に
と
っ
て
も
有
利
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
債
務
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
占
有
を
維
持
で
き
る
こ
と
で
、
経
営
を
継
続

し
な
が
ら
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
在
庫
商
品
を
多
数
ま
と
め
る
こ
と
で
一
時
に
多
額
の
受
信
が
可
能
と
な
る
。
他
方
、

債
権
者
に
と
っ
て
も
、
商
品
を
ま
と
め
て
担
保
に
と
れ
れ
ば
与
信
額
に
見
合
っ
た
担
保
の
確
保
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

一
つ
一
つ
担
保
化

す
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
費
用
や
手
間
な
ど
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
に
、
こ
の
よ
う
な
集
合
財
産
担
保
が
求
め
ら
れ
た
理
由

(
5
)
 

が
生
じ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
し
て
は
、

そ
の
当
時
の
ド
イ
ツ
独
特
の
事
情
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
信
用
逼
迫
(
宍

Z
E
E
2
)

と
こ
ろ
が
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
切
の
回
は
、
物
概
念
に
つ
い
て
有
体
物
概
念
を
採
用
し
、
集
合
物
概
念
を
採
用
し
て
い
な
い
。

(
6
)
 

そ
の
た
め
、
右
の
よ
う
な
在
庫
商
品
を
集
合
物
と
し
て
一
個
の
物
と
み
て
譲
渡
担
保
の
客
体
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
、
ド
イ
ツ
で

は
ど
の
よ
う
な
法
律
構
成
に
よ
っ
て
在
庫
商
品
の
担
保
化
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
」

の
法
律
構
成
の
問
題

北j去45(5・98)792 



ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
商
品
倉
庫
(
者

R
S
F岡市「)
の
よ
う
な
「
集
合
物
」
を
一
括
し
て
担
保
化
し
た
い
と
い
う
要
求
は
、
存
在
す
る
し
、

ま
た
、
そ
れ
は
決
し
て
弱
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
ド
イ
ツ
で
は
、
有
体
物
概
念
と
そ
の
裏
返
し
で
あ
る
特
定
の
原
則
に
よ
っ
て
、
物
権

は
、
有
体
物
の
上
に
し
か
存
し
え
な
い
た
め
、
在
庫
商
品
の
担
保
化
に
当
た
っ
て
も
、
商
品
一
つ
一
つ
に
担
保
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(
7
)
 

一
つ
一
つ
の
商
品
が
個
別
に
担
保
の
た
め
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
に
は
、
譲
渡
担
保
に
よ
る
場
合

法
的
有
効
性

そ
の
際
、

そ
も
そ
も
「
商
品
倉
庫
の
譲
波
担
保
」
自
体
が
法
的
に
有
効
と
な
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
と

ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、

い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
説
上
、
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
の
法
的
な
有
効
性
を
否
定
し
た
見
解
が
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
見
解
の
存
在
が
、

ま
た
、

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

次
の
第
二
款
で
と
り
上
げ
る
「
登
録
質
権
(
河
内

m
Eミ
玄
自
己
「

R
Z
)
」
の
導
入
を
求
め
る
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、

そ
の
よ
う
な
「
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
」
を
無
効
と
解
す
る
見
解
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
債
務
者
と
債
権
者
と
の
問
で
設
定
さ
れ
る

法
律
関
係
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
の
場
合
、
そ
の
倉
庫
に
含
ま
れ

る
商
品
を
債
務
者
が
売
却
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
債
務
者
は
、
自
己
が
行
な
う
経
営
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
経
営
の
破
綻
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
商
品
を
売
却
す
る
た
め
に
は
、
債
務
者
が
そ
れ
ら
の
商
品
の
占
有
を
保
持
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
譲
渡
担
保
に
よ
り
、
債
権
者
は
、
法
形
式
上
、
担
保
目
的
と
い
う
制
約
が
あ
る
も
の
の
、

そ
の
所
有
権
を
取
得

し
、
債
権
者
は
、
債
務
者
に
単
に
使
用
貸
借
な
ど
の
権
限
を
付
与
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
た
め
、
売
却
権
限
と
占
有
権
限
と
の
両
立

が
問
題
と
さ
れ
た
。

無
効
を
主
張
す
る
論
者
、

と
り
わ
け
ロ
2
ロ
ユ
三
回
国

CSF町
内
「
は
、
占
有
改
定
の
た
め
に
必
要
な
法
律
関
係
の
設
定
と
債
務
者
へ
の
売
却
権
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説

(
8
)
 

限
の
付
与
と
は
矛
盾
す
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
譲
渡
担
保
の
際
の
債
権
者
・
債
務
者
間
の
法
律
関
係
は
、

い
わ
ゆ
る
占
有
媒
介
関
係

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
間
接
占
有
者
が
直
接
占
有
者
に
対
し
て
返
還
請
求
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
債
務
者
で
あ

論

る
直
接
占
有
者
が
自
己
の
利
益
の
た
め
の
売
却
権
限
を
有
す
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
所
有
権
者
と
同
様
の
地
位
に
立
ち
、
右
返
還
請
求
権
の

(
9
)
 

否
定
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

下
級
審
で
は
あ
る
が
、
無
効
論
を
支
持
す
る
判
決
も
あ
っ
た
。

(
川
)

[
1
]
O
F
C
U『
命

日

己

内

ロ

ロ

コ

〈

匂

印

H
由

H
H
-
p
w
n
E円

H
m
w
H
N
・
2
『
e
N
N
A
H

∞

こ
の
事
件
の
事
案
は
、
不
明
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
一
方
で
取
得
者
が
譲
渡
を
受
け
た
商
品
を
使
用
ま
た
は
営
業
の
目
的
で
販
売
者
に
委
託
し
、
他
方
で
販

売
者
が
こ
の
借
り
受
け
た
商
品
を
質
的
に
も
量
的
に
も
新
た
に
取
得
し
た
物
に
よ
っ
て
補
充
す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
内
容
の
譲
渡
担
保
の
合
意
を
、
所
有
権

移
転
に
つ
い
て
不
十
分
で
あ
る
と
し
た
。

(
日
)

こ
の
よ
う
な
無
効
論
に
対
し
て
、
実
際
上
の
経
済
的
な
要
求
を
背
景
に
、
有
効
論
が
主
張
さ
れ
、
次
第
に
そ
れ
が
支
配
的
と
な
り
、
現
在

で
は
、
無
効
論
を
と
な
え
る
者
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
在
、

一
方
で
、
売
却
権
限
の
付
与
は
、
回
。
∞
一
八
五
条
一
一
項
に
基
づ
く
処
分

授
権
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
占
有
媒
介
関
係
の
内
容
は
、
譲
渡
担
保
に
伴
う
債
務
者
へ
の
直
接
占
有
の
留
保
で
あ
り
、

そ
の
よ

う
な
関
係
は
∞
の
回
八
六
八
条
に
い
う
「
類
似
の
関
係
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
両
者
が
、
矛
盾
す
る
こ
と
は
な

い
と
す
る
。

さ
ら
に
、
右
で
述
べ
た
図
。

gHmミ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

ま
ず
、
債
務
者
か
ら
債
権
者
に
譲

渡
担
保
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
は
所
有
権
と
処
分
権
限
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
て
自

己
の
名
前
と
利
益
に
お
い
て
商
品
を
処
分
す
る
権
限
を
授
権
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
に
よ
り
債
権
者
の
処
分
権
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
場
合
債
権
者
は
、
商
品
の
間
接
占
有
者
で
あ
っ
て
も
、
返
還
請
求
権
を
譲
渡
す
る
方
法
に
よ
る
場
合
(
∞
の
∞
九
三
一
条
)

(ロ)

と
同
様
に
、
商
品
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

北法45(5・100)794



2 

「
確
定
の
原
則
」

さ
て
、
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
を
有
効
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
次
に
、

ど
の
範
囲
の
商
品
が
譲
渡
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問

そ
も
そ
も
、
回
。
∞
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
集
合
物
は
物
権
の
客
体
と
は
な
ら
ず
、
個
々
の
物
の
み
が

(
日
)

そ
の
客
体
と
な
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
れ
を
、
「
特
定
の
原
則
(
の
『

Z
E
Z
R
己
ミ
∞
匂
巾
N
H
包
囲
広
門
)
L

と
呼
ん
で
い
る
。
問
題
は
、
こ
の
次
で

題
が
生
じ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
動
産
を
所
有
し
て
い
る
状
態
を
考
え
て
み
る
と
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
を
譲
渡
担
保
と
し
て
債
権
者
に
提
供
す
る

と
す
れ
ば
、

ど
れ
が
提
供
さ
れ
る
の
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
際
、

る
。
こ
の
た
め
に
、

ど
の
程
度
限
定
す
れ
ば
足
り
る
の
か
が
問
題
と
な

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

ド
イ
ツ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
「
確
定
の
原
則
(
∞
2
t呂
田
三
F
2
Z匂

E
岳
恒
三
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
あ
る

(
日
)

動
産
が
は
っ
き
り
と
表
示
さ
れ
た
と
き
に
限
っ
て
、
そ
の
物
に
つ
い
て
の
所
有
権
の
処
分
が
法
的
に
有
効
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
支
配
的

(
日
)

な
見
解
に
よ
れ
ば
、
単
に
確
定
可
能
な
状
態
で
は
処
分
を
法
的
に
有
効
と
見
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
商

品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
の
場
合
に
は
、
こ
の
原
則
の
適
用
が
問
題
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
商
品
倉
庫
が
通
常
そ
の
内
容
の
変
動
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
た
め
に
、

ど
の
範
囲
で
担
保
の
た
め
に
譲
渡
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
ど
の
程
度
表
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
か
が
問
題

と
な
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

一
つ
一
つ
の
商
品
ご
と
に
譲
渡
担
保
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
原
則
か
ら
見
て
も
、
個
々
の
商
品
を

個
別
に
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
M
M
)
 

な
お
、
こ
こ
で
「
確
定
の
原
則
」
と
は
、
わ
が
国
で
は
通
常
「
特
定
性
の
問
題
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
具
体
的
な
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
と
な
る
の
は
、
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
の
場
合
に
契
約
当
時
存
在
し

て
い
る
目
的
物
に
つ
い
て
の
特
定
性
の
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
所
の
立
場
を
紹
介
す
る
。

北法45(5・101)795 



E見

[2]

到の
C

2
〈

N
∞
-
H
0
・
HmV{)N

同

-
n
m
-
出

H
m
v
u
¥

。N-
問。
N
印
一
円

ω
∞
印

B
に
対
す
る
債
権
の
担
保
の
た
め
に

Y
ら
は
、
第
三
者
の
倉
庫
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
樽
詰
タ

1
ル
に
対
し
質
権
設
定
な
い
し
担
保
の
た
め
の
所
有
権
移
転
を

受
け
た
。

B
の
破
産
後
、
破
産
管
財
人
X
と
Y
ら
と
の
合
意
に
碁
き
本
件
タ

l
ル
が
処
分
さ
れ
、
そ
の
代
金
は
供
託
さ
れ
た
。
こ
の
供
託
金
の
取
戻
し
に
関
す

る
同
意
を

X
が
Y
ら
に
求
め
て
訴
を
提
起
し
た
。
下
級
審
は
、
い
ず
れ
も
請
求
を
認
容
し
た
。
そ
こ
で
、

Y
ら
が
質
権
な
い
し
担
保
所
有
権
を
主
張
し
て
、
上

告
し
た
。
河
の
は
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
そ
の
際
、
問
。
は
、
集
合
物
に
帰
属
す
る
一
つ
ま
た
は
複
数
の
個
物
に
関
し
て
集
合
物
の
占
有
と
異
な
る
特
別
の
占
有

関
係
を
基
礎
a

つ
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
量
や
数
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
占
有
者
が
直
接
に
、
す
な
わ
ち
更
な
る
表
示
や
分
離
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、

事
実
上
の
支
配
力
を
行
使
で
き
る
程
度
ま
で
、
個
別
に
特
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
て
、
質
権
設
定
や
担
保
目
的
で
の
所
有
権
移
転
を
否
定
し
た
。

[
3
]

見。
C

ユ〈
e
m
y
ω
H川
町
一

ω
め
l
g
N
m
-
話
回
(
)
∞
¥
N
印・問。
N
H
H
ω

・印斗

倉
庫
業
者
の
倉
庫
内
の
貯
蔵
穀
物
等
を
日
が

Y
に
担
保
の
た
め
に
譲
渡
し
た
。
そ
の
契
約
に
お
い
て
、

H
は
、
在
庫
量
三
五

O
O袋
(
後
に
二

0
0
0袋
と

な
っ
た
)
を
越
え
る
分
を
通
常
の
経
営
の
過
程
で
必
要
な
限
り
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、

H
の
破
産
前
に
、
所
有
権
留
保
付
き
の
も
の
を
含
む
大

量
の
穀
物
類
が
搬
入
さ
れ
た
。
Y
と
破
産
管
財
人
X
の
協
議
の
結
果
、
所
有
権
留
保
の
つ
い
て
い
な
い
穀
物
が
売
却
さ
れ
、
代
金
が
供
託
さ
れ
た
。

X
は
、
Y

と
H
と
の
譲
渡
担
保
契
約
が
特
定
を
欠
く
か
さ
も
な
く
ば
H
を
高
度
に
拘
束
す
る
も
の
で
あ
っ
て
良
俗
に
反
し
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
供
託
金
の
内
五

o
o
o

m
玄
の
支
払
い
を

Y
に
求
め
て
、
訴
を
提
起
し
た
。
「
の
は
、
請
求
を
認
容
し
、

O
F
の
は
、
請
求
を
棄
却
。

x上
告
。
問
。
は
、

X
の
上
告
を
容
れ
、
請
求
を
認

容
し
た
。
争
点
は
、
特
定
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
、
全
在
庫
品
の
う
ち
三
五

O
O袋
が
常
に
譲
渡
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
数
字
に
よ
る
特
定
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
譲
渡
担
保
契
約
は
、
対
象
物
の
特
定
性
、
つ
ま
り
必
要
な
具
体
化
を
欠
き
、
そ
れ
故
に

無
効
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
な
お
、
こ
の
判
決
で
は
、
こ
の
特
定
性
の
要
求
さ
れ
る
時
期
を

H
の
破
産
手
続
の
開
始
時
点
と
し
て
い
る
。

{4]
河
(
U
C

ユ〈
-
N
O
印

'
H
甲

ω
C
I
t
-
-
N
m
d

回目。。
¥
N山
Y
向山

{
U
N
H
N山
戸

合

同

Y
夫
妻
は
、

H
に
対
す
る
合
計
一
万
二
五

O
O
E
A
の
債
権
の
担
保
と
し
て
L
所
有
の
属
具
や
在
庫
商
品
と
共
に
L
の
支
庖
の
譲
渡
を
受
け
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
契
約
後
一
か
月
強
で
L
に
つ
い
て
破
産
手
続
が
開
始
し
た
。
破
産
管
財
人

X
は
、
右
譲
渡
担
保
契
約
の
無
効
の
確
認
を
求
め
た
。
下
級
審
は
、
い
ず
れ
も

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。

Y
上
告
。
問
。
は
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
裁
判
所
は
、
そ
の
所
有
で
あ
る
限
り
で
全
て
の
在
庫
口
聞
と
共
に
支
庖
を

L
が
Y
に
担
保
の
目

的
で
譲
渡
す
る
と
い
う
右
契
約
の
場
合
、
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
譲
渡
さ
れ
る
べ
き
物
の
特
定
性
が
存
し
な
い
と
い
う
下
級
審
の
判
決
を
支

見ふ
E岡
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集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

持
し
た
。
さ
ら
に
、
契
約
外
に
存
す
る
事
実
に
基
い
て
譲
渡
さ
れ
た
商
品
を
後
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
特
定
可
能
性
」
で
は
、
譲
渡
担
保
の
要

件
と
し
て
十
分
で
は
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

{
5
]
m
C
C
2
〈

N
叶

N
'
H
甲
山
ニ

l
t由
。

N
m

謡

N
O印
¥ω
。
‘
悶
{
U
N
H
ω
N
-
H
M山
ω

Y
は、

B
に
対
す
る
七
万
五

O
O
O
E向
の
債
権
の
担
保
と
し
て

B
経
営
の
薬
居
間
臣
、
の
商
品
在
庫
の
相
当
部
分
の
譲
渡
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
こ
の
薬
庖

を
、
戸
山
門
F
b
回
が
承
継
し
た
が
、
破
産
し
た
。
破
産
前
に
商
品
在
庫
が

H
に
譲
渡
さ
れ
た
。

Y
は
、
破
産
管
財
人
X
に
対
し
て
債
権
の
存
在
と

H
に
よ
る
右
代

金
か
ら
の
別
除
的
な
弁
済
を
希
望
す
る
旨
を
通
知
し
た
。

X
は
、
債
権
と
別
除
権
の
存
在
を
否
認
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に

X
と
Y
の
合
意
に
よ
り
右
商
品
在

庫
の
代
金
五
万
国
三
が

H
に
よ
り
供
託
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
X
は
、
Y
の
別
除
権
の
不
存
在
の
確
認
と
X
へ
の
供
託
金
還
付
に
対
す
る
Y
の
同
意
を
求
め
て
、

訴
を
提
起
し
た
。
「
の
は
、
請
求
を
棄
却
し
た
が
、

O
F
の
は
請
求
を
認
容
し
た
。

Y
上
告
。
問
。
は
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
事
件
を
原
審
へ
差
し
戻
し
た
。
そ
の

際
、
裁
判
所
は
、
特
定
性
の
要
件
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
判
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
譲
渡
担
保
の
場
合
に
は
契
約
に
お
い
て
譲
渡
さ
れ
た
物
が
は
っ

き
り
と
表
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
単
な
る
特
定
可
能
性
だ
け
で
は
足
り
な
い
こ
と
、
③
し
た
が
っ
て
、
送
り
状
や
倉
庫
台
帳
を
利
用
す
る

な
ど
の
契
約
外
の
事
情
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
特
定
性
を
欠
く
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
、
問
。
は
、
こ
の
特
定
性
が
要
求
さ
れ
る
時
期
に
つ
い
て
、

契
約
成
立
の
時
点
で
あ
る
こ
と
を
判
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
河
の
の
判
決
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
譲
渡
担
保
契
約
が
有
効
と
な
る
た
め
に
は
、

そ
の
契
約
に
お
い
て
譲
渡
さ
れ
る
べ
き
動

産
が
は
っ
き
り
と
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約
以
外
の
事
情
、

た
と
え
ば
、
送
り
状
や
倉
庫

台
帳
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
目
的
物
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
は
、
こ
こ
で
い
う
「
契
約
に
お
い
て
譲
渡
さ
れ
る
べ
き
動
産

が
は
っ
き
り
と
表
示
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
特
定
性
の
要
件
が
要
求
さ
れ
る
時
期
は
、

~~ì去45(5・103)797

一
部
で
、
契

(
げ
)

約
の
時
点
で
は
な
く
そ
の
後
の
破
産
の
時
点
で
あ
る
と
す
る
判
決
が
あ
っ
た
が
、
後
に
、
契
約
の
締
結
時
点
で
あ
る
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

(
団
)

こ
の
よ
う
な
問
。
の
立
場
は
、
戦
後
の
連
邦
通
常
裁
判
所
(
以
下
、

E

∞の

zz
と
呼
ぶ
)
に
よ
っ
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
説
も
、

(
ゆ
)

裁
判
所
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
右
の
よ
う
な
「
特
定
性
の
原
則
」
を
支
持
し
て
い
る
。



説

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
れ
ば
、
譲
渡
担
保
の
目
的
物
が
特
定
す
る
の
か
が
、
次
に
、
問
題
と
な
る
o
m
m

(

初

)

げ

学
説
は
、
特
定
の
倉
庫
内
の
す
べ
て
の
商
品
が
譲
渡
さ
れ
る
場
合
に
は
、
特
定
性
の
原
則
を
み
た
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
際
、
契
約
当
事
問R
U
 

Fhυ 
d
n
y
 
法レし

吾A
a岡

者
は
、
倉
庫
内
の
す
べ
て
の
商
品
を
包
括
す
る
よ
う
な
取
引
上
よ
く
用
い
ら
れ
る
表
現
、
す
な
わ
ち
「
集
合
名
称
(
∞
釦
ヨ
ヨ
巾
5
2
2門
町
ロ
ロ
ロ
同
)
」

(
幻
)

を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
「
商
品
倉
庫
(
者
同
「

g
g胃
円
)
]
や
「
す
べ
て
の
在
庫
品

Z
E
E
-
n
F巾町田口
mmg唱
え

S
F
2白
E
m
)
」、

ど
の
表
現
で
あ
る
。

「
原
料
、
半
製
品
及
び
完
成
品
の
す
べ
て
の
在
庫
(
号
『
吟

S
E
R
F
M
S
E
E
-州
各
自
民

2
白
]
唱
出
血

]
Z
E同
Z
E
F
E色
白
げ
コ
宮
仲

g)」
な

(
勾
)

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
当
事
者
は
、
個
別
的
な
列
挙
を
行
な
う
必
要
は
な
い
。
こ
の
集
合
名
称
と
は
、
結
局
、
譲

渡
の
目
的
物
を
個
別
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
特
定
性
の
原
則
」
を
形
式
的
に
は
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
同
時
に
包
括
的
な

(
幻
)

処
分
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
行
な
わ
れ
て
い
る
一
種
の
妥
協
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
商
品
在
庫
の
譲
渡
担
保
の
場
合
に
は
、
通
常
、
そ
の
契
約
に
お
い
て
新
た
に
購
入
さ
れ
商
品
倉
庫
に
加
え
ら
れ
た
商
品
に
つ

い
て
も
譲
渡
担
保
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
よ
う
な
将
来
取
得
す
る
商
品
に
つ
い
て
の
特
定
性
が
問
題
と

な
る
。
こ
の
場
合
に
、
先
に
取
り
扱
っ
た
よ
う
に
譲
渡
担
保
契
約
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
目
的
と
な
る
商
品
を
特
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ

と
は
、

い
ま
だ
存
在
し
な
い
商
品
の
特
定
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
不
可
能
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
特
定

の
基
準
を
現
在
の
商
品
の
場
合
と
は
変
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
判
決
が
あ
る
。

[6] 
∞の出

C
P〈

5
・∞

E
E
l
-司
N
m

坦
立
¥
N
印
ヨ
呂
田
N
N
f
印
N

X
は
、
Z
に
対
す
る
三
万
七
0
0
0
0玄
以
上
の
手
形
債
権
に
つ
い
て
、
担
保
の
た
め
に
、
二
疋
の
空
間
内
の
完
成
品
・
半
製
品
、
原
料
に
つ
い
て
の
現
在

お
よ
び
将
来
の
在
庫
の
譲
渡
を
受
け
た
。
し
か
し
Z
は
、
債
務
を
完
済
せ
ず
に
死
亡
し
た
。

Z
の
残
余
財
産
に
つ
い
て
の
破
産
手
続
で
、
管
財
人
Y
は
、
在
庫

品
を
換
価
し
た
。
そ
こ
で
、
X
が
そ
の
代
金
の
一
部
で
あ
る
六
一

O
O
U玄
の
支
払
い
を
求
め
た
。
下
級
審
が
請
求
を
棄
却
し
た
の
で
、
X
が
上
告
。
切
の
国
は
、

上
告
を
棄
却
し
た
。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
、
回
の
∞
九
三

O
条
に
よ
る
物
権
的
合
意
と
占
有
媒
介
関
係
の
合
意
が
無
方
式
で
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
理
由



に
、
譲
渡
さ
れ
る
べ
き
物
を
外
部
か
ら
何
ら
か
の
方
法
で
認
識
で
き
か
っ
物
権
的
合
意
と
占
有
媒
介
関
係
の
合
意
と
が
個
別
に
特
定
さ
れ
た
物
に
関
わ
る
限
り
、

目
的
物
が
文
書
に
お
い
て
特
定
的
に
表
示
さ
れ
る
必
要
が
な
い
、
と
判
示
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
予
め
な
さ
れ
る
譲
渡
に
関
し
て
、
当
事
者
の
合
意
に
お
い
て
、

譲
渡
の
客
体
を
直
接
に
特
定
す
る
必
要
が
な
い
に
し
て
も
、
所
有
権
移
転
の
時
点
で
そ
の
当
事
者
の
合
意
を
知
る
者
が
外
部
か
ら
認
識
で
き
る
単
純
な
事
実
に

よ
っ
て
直
ち
に
ど
の
個
別
に
特
定
さ
れ
た
客
体
が
譲
渡
さ
れ
た
の
か
を
認
識
で
き
る
程
度
に
は
、
特
定
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
、
と
判
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
は
、
将
来
の
商
品
に
つ
い
て
寸
所
有
権
移
転
の
時
点
で
そ
の
当
事
者
の
合
意
を
知
っ
て
い
る
者
が
外
部
か
ら
認
識

で
き
る
単
純
な
事
実
に
よ
っ
て
直
ち
に
ど
の
個
別
に
特
定
さ
れ
た
客
体
が
譲
渡
さ
れ
た
の
か
を
認
識
で
き
る
程
度
」
の
特
定
を
求
め
て
い
る
。

(M) 

こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
立
場
は
、
学
説
に
お
い
て
も
支
持
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
商
品
の
場
合
に
比
べ
て
、
特
定

の
基
準
は
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
契
約
に
お
け
る
特
定
を
否
定
し
た
上
で
、
外
部
か
ら
認
識
で
き
る
単
純
な
事
実
に
よ
る
認
識
を
新

た
な
基
準
と
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
外
部
か
ら
認
識
可
能
な
単
純
な
事
実
と
し
て
の
「
二
疋
の
場
所
へ
の
貯
蔵
」
が
特
定
の
具
体
的
な
方

法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
商
品
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
た

集合財産担保に関する基礎的考察 (2)

が
っ
て
、
実
際
に
は
、
「
二
疋
の
場
所
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
現
在
お
よ
び
将
来
の
す
べ
て
の
商
品
」
と
い
う
方
法
で
、
特
定
が
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
式
の
譲
渡
担
保
を
、

(
お
)

約」
)

3

と
呼
ん
で
い
る
。

ド
イ
ツ
で
は
一
般
に
、
元
き
自
由
主
岡
市
『
ロ
ロ
閥
的
〈
巾
「
門

E
m
(「
空
間
担
保
契

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
の
場
合
、
当
初
は
、
そ
の
有
効
性
自
体
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、
経
済
界
の
要

求
を
背
景
に
次
第
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
特
定
性
の
原
則
と
目
的
物
の
表
示
と

の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
判
例
と
学
説
は
、
特
定
性
の
原
則
を
基
本
的
に
維
持
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
目
的
物
の
特
定
は
、
譲
渡

担
保
契
約
自
体
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
現
在
の
商
品
の
場
合
に
は
、
倉
庫
台
帳
や
送
り
状
な
ど
の
契
約
外

に
存
在
す
る
事
情
に
よ
っ
て
目
的
物
を
表
示
す
る
こ
と
で
は
、
特
定
性
の
原
則
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
契
約
に

北法45(5・105)799
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お
け
る
特
定
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「
全
在
庫
の
半
分
」
と
か
「
商
品
倉
庫
の
う
ち
三
万
マ
ル
ク
分
」
と
い
う
よ
う
な
割
合
的
な
表
示
を
排

い
わ
ゆ
る
外
部
か
ら
認
識
可
能
な
単
純
な
事
実
に
よ
る
識
別

除
し
て
い
る
。
他
方
で
、
将
来
の
商
品
の
場
合
に
、
若
干
そ
れ
を
緩
和
し
て
、

f'-b. a岡

と
い
う
基
準
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
一
般
に
、
「
特
定
の
倉
庫
内
に
存
す
る
現
在
お
よ
び
将
来
の
す
べ
て

の
在
庫
商
品
」
を
目
的
と
す
る
譲
渡
担
保
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
附
加
」
・
「
分
離
」

の
法
律
構
成
と
そ
の
具
体
的
内
容

序

商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
の
場
合
に
は
、
契
約
当
時
、
存
在
し
て
い
た
商
品
の
譲
渡
が
問
題
と
な
る
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ

た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
目
的
物
を
ど
の
よ
う
に
譲
渡
担
保
契
約
に
お
い
て
表
示
す
る
の
か
に
続
い
て
、
契
約
締
結
後
に
生
じ
た
目
的

物
の
変
動
、
す
な
わ
ち
「
附
加
」
と

「
分
離
」
を
ど
の
よ
う
に
法
律
構
成
す
る
の
か
が
次
の
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
譲

渡
担
保
と
所
有
権
留
保
な
ど
が
同
じ
目
的
物
に
つ
い
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
担
保
競
合
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
解
決
が

妥
当
で
あ
る
の
か
が
、
問
題
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
設
定
者
が
経
営
を
継
続
す
る
上
で
、
商
品
の
売
却
権
限
を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
譲
渡
担
保
の
目
的
と
な
っ
た
商
品
を
売
却
し
、

ま
た
そ
の
代
金
を
用
い
て
、

し
ば
し
ば
所
有
権
留
保
に
よ
る
仕
入
れ
が
必

要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
所
有
権
留
保
に
よ
り
な
お
所
有
権
を
保
持
し
て
い
る
商
品
与
信
者
(
却
売
業
者
)

と
債
務
者
か
ら

譲
渡
担
保
に
よ
っ
て
商
品
の
担
保
所
有
権
を
取
得
し
た
金
銭
与
信
者
(
銀
行
)
と
が
担
保
目
的
物
で
あ
る
商
品
を
は
さ
ん
で
利
害
の
対
立
を

生
じ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
「
附
加
」
・
「
分
離
」
の
際
に
、
ど
の
よ
う
な
法
律
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
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寸

L
j
n
u

一
間
刊
品
川
M
」

の
法
律
構
成

ど
の
よ
う
に
譲
渡
担
保
を
行
な
う
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
学
説
・
判
例
は
、

(
お
)

「
予
め
の
占
有
改
定
に
よ
る
所
有
権
移
転
」
が
許
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
が
将
来
取
得
す
る
商
品
の

)
致
し
て
、

ま
ず
、
将
来
取
得
す
べ
き
商
品
に
つ
い
て
、

「
所
有
権
移
転
と

予
め
の
占
有
改
定
」
に
つ
い
て
の
物
権
的
合
意
を
、
譲
渡
担
保
契
約
の
締
結
時
点
で
、
債
務
者
と
債
権
者
が
あ
ら
か
じ
め
行
な
う
こ
と
を
認

め
て
い
る
。

こ
の
構
成
を
と
る
場
合
、
問
題
と
な
る
商
品
の
所
有
権
が
ど
の
よ
う
に
譲
渡
担
保
権
者
に
移
転
し
て
く
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
商
品
の
売

主
か
ら
債
務
者
が
取
得
し
て
、

そ
の
後
債
権
者
で
あ
る
譲
渡
担
保
権
者
に
移
転
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
商
品
の
売
主
か
ら
直
接
譲
渡
担
保

(

幻

)

(

犯

)

権
者
に
移
転
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
者
の
立
場
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
債
務
者
は
、

い
っ
た
ん
所
有

権
者
と
な
り
、

そ
の
次
の
瞬
間
に
そ
の
所
有
権
を
債
権
者
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
予
め
の
占
有
改
定
に
よ
る
所
有
権
移
転
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
実
際
に
そ
の
効
力
が
生
じ
る
た
め
に
は
、

(
鈎
)

債
務
者
の
意
思
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
支
配
的
で
あ
る
。

ま
た
、

つ
ま
り
、
予
め
の
占
有
改
定
と
予
め
の
所
有
権
移
転
の
合
意
が
な
さ
れ
た

後
、
債
務
者
が
実
際
に
商
品
を
取
得
し
た
と
き
は
、

そ
の
時
点
で
債
権
者
に
所
有
権
を
移
転
す
る
意
思
と
債
権
者
の
た
め
に
そ
の
商
品
を
占

有
す
る
意
思
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

将
来
取
得
す
べ
き
商
品
に
は
、
所
有
権
留
保
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
結
局
、
債
権
者
は
債
務
者
の
有
す

る
期
待
権
を
譲
渡
担
保
に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
期
待
権
と
所
有
権
と
を
区
別
し
て
取
り
扱
う

必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
当
初
、
所
有
権
と
期
待
権
と
が
混
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
特
定
を

(
初
)

そ
れ
ら
を
明
確
に
区
別
し
う
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
譲
渡

欠
く
か
ら
、

北法45(5・107)801 
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担
保
は
す
べ
て
の
物
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
個
々
の
商
品
の
所
有
権
が
債
権
者
に
担
保
目
的
で
譲
渡
さ
れ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
期
待
権
が

譲
渡
さ
れ
た
の
か
が
不
明
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
民
ミ
当

Z
Z司
自
由
ロ
ロ
は
、
期
待
権
と
所
有
権
と
は
そ
の
内
容
の
点
で

プ一
員同

は
等
し
く
、
期
待
権
が
所
有
権
の
前
段
階
を
形
成
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
個
別
の
商
品
に
つ
い
て
所
有
権
を
取
得
す
る
の

(
幻
)

か
期
待
機
を
取
得
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
は
な
い
と
批
判
し
た
。
こ
の
後
、
裁
判
所
は
、
こ
の
宅

2
Z「
自
由
ロ
ロ
の
見
解
を
受
け
入

(
日
記
)

れ
、
判
例
を
変
更
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
期
待
権
の
譲
渡
と
所
有
権
の
譲
渡
と
が
異
な
っ
た
原
理
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
の
最
初
の
見
解
も
支
持
さ
れ
る
。
し
か
し
、
所
有
権
と
期
待
権
は
内
容
の
点
で
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
別
々
に
取
り

扱
う
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

2 

寸
分
離
」
の
法
律
構
成

次
に
、
譲
渡
担
保
契
約
後
に
商
品
倉
庫
か
ら
処
分
さ
れ
、
出
て
行
っ
て
し
ま
う
商
品
を
ど
の
よ
う
に
構
成
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。

こ
の
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
譲
渡
担
保
の
目
的
と
さ
れ
た
商
品
の
所
有
権
は
、
債
権
者
に
移
転
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
も

そ
も
、

ど
の
よ
う
な
権
限
で
設
定
者
が
商
品
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
の
所
有
権
が
債
権
者
に
移

転
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
設
定
者
は
、
他
主
占
有
者
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
処
分
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
無
権
利
者
に
よ
る
処
分
と
な
る
は
ず
だ

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
債
務
者
に
よ
る
自
己
の
名
前
で
の
処
分
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
、
処
分
権
限
の
授
権
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と

(
お
)

解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
次
に
、
債
務
者
の
処
分
の
範
囲
が
問
題
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
の
処
分
も
債
権
者
が
受
容
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
れ
ば
、
債
権
者
に
は
、
担
保
と
し
て
譲
渡
を
受
け
た
こ
と
が
意
味
を
持
た
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ド
イ
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(
泊
)

ツ
に
お
け
る
支
配
的
な
見
解
は
、
処
分
授
権
を
通
常
の
経
営
の
範
囲
内
に
制
限
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
右
範
囲
を
超
え
る
処
分
が
な
さ
れ

た
と
き
ゃ
、
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
の
場
合
に
は
考
え
が
た
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
処
分
授
権
自
体
が
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
債
務
者
は
、

(
お
)

無
権
利
者
と
し
て
処
分
を
行
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
取
得
者
は
、
善
意
取
得
の
要
件
を
み
た
し
た
場
合
に
の
み
、
所
有
権
を
取

そ
の
よ
う
な
処
分
が
な
さ
れ
た
場
合
、
内
部
関
係
に
お
い
て
は
、
譲
渡
担
保
契
約
に
対
す
る
違
反
と
な
る

(
お
)

た
め
、
債
務
者
が
、
債
権
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
右
通
常
の
経
営
の
範
囲
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
学
説
は
、
こ
の
処
分
授

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

権
が
同
時
に
再
調
達
条
項
や
代
金
債
権
の
譲
渡
条
項
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
再
調
達
や
債
権
譲
渡
を
行
な
わ
な
い
場
合
に
、

(
幻
)

通
常
の
経
営
の
範
囲
を
超
え
た
処
分
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
解
し
て
い
る
。

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

注
(
1
)
切
の
∞
一
二

O
五
条
。

な
お
、
切
の
∞
制
定
以
前
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
占
有
質
権
原
則
を
め
ぐ
る
法
状
況
に
つ
い
て
は
、
当
D-
問
問
自
四
国
「
D
g
包
E
-
りい巾

E

Z

E
乙
ロ
諸

島巾凹司白
5
S
F
E
U
江口
N-U師
同
百
円
∞

E
ロ
品
同
匂
]
田
町
『
『
ロ
ロ
号
ユ
・

5
戸
田
を
参
照
の
こ
と
。

(
2
)
3・c
g
r
o
-
r
ι
巾
『
穴
C

ヨ
E
5
2
0ロ
旨
「
向
丘
町

Nd〈
2
Z
F吊
目
=
ロ
岡
島
巾
凶
開
口
門
戸
そ
巴
「
『
凹
己
巾
回
国
ロ
『
岡
市
『
ご
円
Em
ロ
の
巾
凹
巾
門
Nσ
ロ円
F
少
∞
己

ω
よ∞白円宮市口『巾門
Z
-
∞-

ω
め
叶
∞
同
ロ

ω
ω
め∞叶
R
・
E
・
∞
ζ
=
四
円
山
田
口
(
『
『
日
開
。
ア
ロ
克
明
巾

g
ヨ
丹
市
ロ
呂
田
門
巾
『
M
m
w
Z

巾口

N
Z
E
∞
口
『
問
巾
三
戸
内
『
巾
ロ
の
2
2
N
U
E
円FY
∞且

ω--H
∞∞
myω

め
N
K
F
E
-

meAWNm同

(
3
)
た
と
え
ば
、
民
主
N巾口印芯
5
・
0
月
白
内
町
内
『
ロ
ロ
同
〈
O

口明，
D『己巾「ロロ岡市口己ロ『門
E
C
F
2
2
同
口
巴
口
同
〈
口
口
冨
D
Z
E
E
-
の
『
己
門
町
三
品
川
Y
ω
ω
ω
ほ

ま
た
、
た
と
え
ば
、
出
向
(UCHA-
〈・印

H
N
・
5
0印
l
謡

-Nω
・
話
お
品
¥
。
印
'
目
出
(
U
N
S
-
足
。
は
、
譲
渡
担
保
が
仮
装
行
為
で
あ
る
と
の
被
告
の
控

訴
を
容
れ
た
二
審
判
決
を
破
棄
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
譲
渡
担
保
が
仮
装
行
為
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

こ
の
他
、

z
g
B包
E
-
田・白・

0
・・(〉ロ
E
-
H
)
-
m
E
2同
は
、
切
の
回
制
定
当
時
の
譲
渡
担
保
に
対
す
る
学
説
・
判
例
の
状
況
を
概
説
し
て
お
り
、
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例記 AchimE. Rottnauer， Die Mobiliarkreditsicherheiten unter besonderer Berucksichtigung der besitzlosen Pfandrechte im 
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第
二
款

登
録
質
権
に
よ
る
集
合
財
産
の
担
保
化

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

序

第
一
款
で
は
、
譲
渡
担
保
と
い
う
手
法
に
よ
る
集
合
財
産
の
担
保
化
を
と
り
上
げ
た
。
こ
の
譲
渡
担
保
と
い
う
手
法
は
、
目
的
物
の
占
有

を
債
務
者
に
と
ど
め
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
は
、
譲
渡
担
保
以
外
に
、
特
別
法
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
登
録
質
権
の
制
度
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
質
権
で
は
あ
る
が
、
占
有
質
権
原
則
を
と
ら
ず
、
目
的
物
の
占
有
を
債
務
者
の
下
に
と
ど
め
、
債
権
者
に
よ
る
占
有
に
代
え
て
登

録
簿
へ
の
登
録
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
権
の
設
定
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
登
録
質
権
制
度
に
よ
る
集
合
財

産
の
担
保
化
に
は
、
立
法
化
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法

(EnzrzE石
市
認
定
)

は
、
立
法
に
成
功
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
借
地
農
業
者
は
、
そ
の
所
有
す
る
農
業
属
具
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
小
作
財
団
吉
田
円

E
ロ〈

g
g「
)
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説

を
一
体
的
に
担
保
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
商
品
倉
庫
(
者
向

g-恒
常
「
)

に
失
敗
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
に
至
る
も
、
在
庫
商
品
や
加
工
原
材
料
に
つ
い
て
の
登
録
質
権
制
度
は
、
ド
イ
ツ
に
は
存
在
し
な
い
。

(
1
)
 

こ
れ
ら
の
登
録
質
権
に
よ
る
集
合
財
産
担
保
制
度
は
、
な
ぜ
立
法
な
い
し
立
法
提
案
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で

の
登
録
質
権
制
度
は
、
立
法

論

あ
っ
た
の
か
。

用
益
賃
貸
借
信
用
法

(E円
宮
雪

E
-
G括的巾門
N
)

1 

立
法
理
由

ま
ず
、
制
定
に
成
功
し
た
「
農
業
用
益
賃
借
入
に
固
定
資
本
信
用
の
獲
得
を
可
能
な
ら
し
め
る
法
律

(
U
S
の
巾
認

R
Z可
え
な
ロ
仏
門
口
市

(
2
)
 

F
S
S腎
宮
口
問
含
『
国
内
昌

E己
Q
E
5
2与
え
宮
口
同
町
民
『

-
E
S
5
2凹円
Z
E月
Z

E門
町
丹
市
「
)
」
の
立
法
理
由
は
、
経
済
的
な
必
要
性
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
経
済
的
な
必
要
性
の
点
で
あ
る
。
第
一

次
世
界
大
戦
と
そ
の
後
の
混
乱
の
な
か
で
荒
廃
し
た
農
業
経
営
を
建
て
直
す
た
め
に
、
多
額
の
資
金
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
農
業
経
営
者
自

身
が
そ
の
よ
う
な
資
金
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
農
業
経
営
者
が
同
時
に
土
地
所
有
者
で
あ
る
場
合
な
ら
ば
、

そ
の
農
地
に
抵
当

権
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
安
価
で
か
つ
長
期
的
な
信
用
の
供
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
自
己
所
有
地
の
な
い
借
地
農
業
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
唯
一
の
財
産
で
あ
る
農
業
用
の
属
具
(
-
ロ
〈
巾
ロ

g
『)

を
担
保
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
、
∞
の
切
の

原
則
に
よ
れ
ば
、
利
用
し
う
る
担
保
制
度
は
、
動
産
質
権
し
か
な
い
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
集
合
物
を
質
権
の
客
体
と
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
農
業
属
具
の
集
合
物
と
し
て
の
担
保
化
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
農
業
属
具
を
個
別
に
担
保
化
す
る
し
か
な
い
。
そ
の

北法45(5・116)810 



上
、
担
保
権
実
行
の
局
面
で
は
、
こ
れ
ら
の
質
権
が
個
別
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
農
業
経
営
の
継
続
に
は
妨
げ
と

な
ろ
う
。
ま
た
、
切
の
∞
の
と
る
占
有
質
権
原
則
に
従
い
質
物
の
占
有
を
債
権
者
に
移
せ
ば
、
農
業
属
具
と
し
て
の
利
用
が
困
難
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
結
局
切
の
切
の
原
則
に
従
う
か
ぎ
り
、
借
地
農
業
者
は
農
業
と
担
保
と
を
両
立
し
難
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
図
。
∞
に
と
ら
わ
れ
な
い
担
保
手
段
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
場
合
ま
ず
第
一
に
浮
か
ん
で
く
る
の
は
、
譲
渡
担
保
を
利
用
で
き

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
こ
の
法
律
以
前
は
、
譲
渡
担
保
に
よ
っ
て
与
信
を
受
け
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
譲
渡

担
保
に
は
、
与
信
者
の
獲
得
で
き
る
担
保
が
不
安
定
で
あ
る
と
い
う
欠
陥
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
譲
渡
担
保
以
前
に
す
で
に
他
の
債
権

者
の
た
め
に
譲
渡
担
保
が
な
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
や
、
用
益
賃
貸
人

が
用
益
賃
借
入

(
小
作
人
)

に
対
す
る

地
主

優
先
す
る
こ
と
に
な
る

(
∞
の
回
五
八
一
条
二
項
、
五
五
九
条
、
五
八
五
条
)
、
譲
渡
担
保
に

(
3
)
 

と
い
う
欠
陥
で
あ
る
。
ま
た
、
譲
渡
担
保
自
体
が
学
説
と
判
例
に
よ
っ
て
組
み
立

用
益
賃
料
債
権
の
担
保
と
し
て
農
業
属
具
に
対
す
る
法
定
質
権
を
有
し

(
五
八
一
条
二
項
、

五
六

O
条
)

て
ら
れ
て
お
り
、

な
お
不
明
確
な
部
分
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
危
険
を
考
憲
し
て
、
与
信
者
は
、
高
い
利
息
を

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

そ
の
貸
付
債
権
に
付
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
借
地
農
業
者
は
、
高
く
て
比
較
的
短
期
の
貸
付
し
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
必
要
な

資
金
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
法
律
は
、
農
業
属
具
に
対
す
る
登
録
質
権
を
設
け
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
担
保
を
与
信
者
に
提
供
し
、

(
4
)
 

そ
れ
に
よ
っ
て
借
地
農
業
者
に
安
価
で
長
期
的
な
信
用
を
獲
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
が
、
当
初
、
草
案
は
、
登
録
質
権
で
は
な
く
、
集
合
物
に
つ
い
て
の
譲
渡
担
保
を

(
5
)
 

採
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ラ
イ
ヒ
議
会
で
の
委
員
会
審
議
の
問
に
、
譲
渡
担
保
か
ら
登
録
質
権
に
変
更
さ
れ
た
。
な
お
、
当
初
か
ら
、
時

限
立
法
と
し
て
提
案
さ
れ
、
成
立
し
て
い
る
。

(
6
)
 

一
九
五
一
年
の
用
益
賃
貸
借
信
用
法
の
立
法
理
由
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、

一
九
二
六
年
法
に
よ
る
質
権
が
農
業
用
益

他
方
、

賃
借
入
に
と
り
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
制
度
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、

一
九
二
六
年
法
に
よ
る
用
益
賃
貸
借
信
用
機
関

(Enzr『
孟
宗

北法45(5・117)811 



説

ーロ
w 
pー十
回・，... 
ロ
F司令
) 

の
許
可
が
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
法
律
の
有
効
期
限
に
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か

(
7
)
 

一
九
五
一
年
法
は
、
実
質
的
に
一
九
二
六
年
法
を
継
承
し
た
も
の
と
い
え
る
。

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

吾-b
日間

2 

質
権
の
内
容
と
そ
の
解
釈

(
8
)
 

」
の
法
律
の
特
徴
は
、
次
の
二
つ
の
点
に
あ
る
。

一
つ
は
、
質
権
設
定
契
約
の
登
録
を
要
求
し
た
点
で
あ
る
。
用
益
賃
貸
借
信
用
法
二
条

(
9
)
 

そ
の
質
権
設
定
契
約
を
農
場
の
存
在
す
る
地
区
の
区
裁
判
所
に
届
け
出
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
届
出
の
機
能
は
、

当
然
、
質
権
の
公
示
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
に
と
り
上
げ
る
よ
う
に
、
届
出
の
有
無
が
債
権
者
の

に
よ
れ
ば
、

権
利
の
消
長
を
決
し
て
い
る
面
が
あ
る
。
二
つ
自
の
特
徴
は
、
質
権
設
定
時
に
用
益
賃
借
入
に
帰
属
す
る
全
て
の
属
具
に
そ
の
質
権
の
効
力

が
及
ぶ
こ
と
で
あ
り

(
法
三
条
一
項
)
、

さ
ら
に
、
設
定
後
の
属
具
の
変
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
属
具
に
効
力
が
及
ぶ
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る

一
般
に
「
集
合
物
」
と
し
て
の
属
具
へ
の
質
権
の
設
定
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

(
同
条
二
項
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

(ω) 

理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
法
律
は
、
切
の
∞
の
有
体
物
原
則
を
破
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と

(
日
)

の
利
点
は
、
個
別
の
属
具
の
質
入
と
解
す
る
よ
り
も
実
際
的
で
あ
り
か
つ
有
利
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
集
合
物
と
し

て
の
属
具
の
質
入
を
可
能
と
し
た
の
は
、
こ
の
質
権
が
、
右
で
述
べ
た
よ
う
に
、
登
録
質
権
、
す
な
わ
ち
無
占
有
質
権
で
あ
っ
た
た
め
と
指

(

H

a

)

(

ロ)

摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
異
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
法
律
が
創
設
し
た
質
権
制
度
は
、
切
の
∞
の
規
定
す
る
質
権
と
な
ん
ら
異
な

る
も
の
で
は
な
く

(
法
一
条
)
、

し
た
が
っ
て
、
集
合
物
概
念
を
採
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
右
の
諸
規
定
も
、

E-
ロ
〈
巾
ロ
丹
印
『
ョ
と
い
う
共
通

の
名
称
を
用
い
て
個
々
の
属
具
を
ま
と
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
見
解
は
、
肯
定
的
な
見
解
に
対
し
て
、
物
権
行
為
と
債
権
行

為
と
の
区
別
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。

北法45(5・118)812



こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
所
の
立
場
を
直
接
示
し
た
も
の
は
、
次
の
判
決
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

[1]
児

(
U
C『
け
〈

N
品
目
同
日

H
U
ω
ω
1
4国

N

∞-
t
-
N
ω

∞¥
ω
ω
-

問。N
H
品
一
戸
叶

用
益
賃
貸
借
法
に
よ
っ
て
農
業
用
益
賃
借
入
が
そ
の
属
具
に
つ
い
て
複
数
の
質
権
の
設
定
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
争
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
判
断

に
先
立
ち
、
裁
判
所
は
、
こ
の
法
律
が
∞
の
∞
の
占
有
質
権
原
則
と
特
定
性
原
則
と
を
破
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
用
益
賃

貸
借
に
基
づ
く
経
営
の
た
め
の
負
債
の
整
理
や
借
換
え
、
さ
ら
に
安
価
で
長
期
的
な
信
用
の
調
達
な
ど
を
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
の
法
律
の
目
的
に
よ
り
根
拠

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

こ
の
判
決
に
従
え
ば
、
こ
の
法
律
は
、
集
合
物
に
つ
い
て
の
質
権
設
定
を
認
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
右
の
反
対
説

(
日
)

そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
自
体
が
誤
っ
て
い
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
判
旨
は
、
複
数
の
動
産
に
一
つ

か
ら
は
、

の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
複
数
の
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
「
集
合
物
」

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

自
体
に
つ
い
て
の
質
権
が
認
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
個
別
の
動
産
に
直
接
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
質
権
の
客
体

(
比
)

が
「
集
合
物
L

自
体
と
な
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
、
こ
の
法
律
は
、
質
権
の
効
力

が
直
接
個
別
の
動
産
に
及
ぶ
こ
と
を
定
め
て
お
り

(
法
三
条
一
項
)
、
こ
の
意
味
で
、
「
集
合
物
」
そ
れ
自
体
を
そ
の
客
体
と
定
め
た
も
の
と

(
日
)

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
質
権
の
実
行
に
あ
た
っ
て
も
、
農
業
属
具
が
全
体
と
し
て
換
価
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら

の
点
は
、
反
対
説
を
根
拠
づ
け
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
法
律
が
集
合
物
概
念
を
認
め
た
の
か
ど
う
か
よ
り
も
、
実
際
上
、

よ
り
重
大
な
問
題
は
、
当
事
者
間
で
争
い
と
な
っ
た
も

の
が

E
Z
Z
R
R
3
に
あ
た
る
の
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
は
、

た
と
え
集
合
物
と
し
て
の
属
具
に
質
権
が
設
定
さ
れ
る
と

し
で
も
、
同
時
に
質
権
の
効
力
が
そ
の
属
具
を
構
成
す
る
全
て
の
属
具
物
件
に
及
ぶ
こ
と
を
規
定
し
て
い
る

(
法
三
条
一
項
)

た
め
、
問
題

の
動
産
が

E
Z
2
5
R
z
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
質
権
の
及
ぶ
根
拠
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
集
合
物
と
し
て
の
質
入
を
考
え
な
い

北法45(5・119)813



説

立
場
で
あ
っ
て
も
、
同
様
に
問
題
と
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

三4
R脚旬

[
2
]

問。
C
『

け

〈

叩

-
H
H
M
m
v
ω
ω
!
日
〈

N
m

坦
N

∞む
¥
ω
ω
・
河
(
U
N
H
品一
N
a
N
C
H

貯
蔵
動
産
の
競
売
代
金
に
関
し
て
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
に
よ
る
質
権
(
以
下
、
「
用
益
賃
貸
借
質
権
」
と
呼
ぶ
)
と
用
益
賃
貸
人
の
法
定
質
権
と
が
競
合
し
、

そ
の
優
劣
が
争
点
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
傍
論
に
お
い
て
、
特
定
の
土
地
の
上
で
農
業
経
営
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
動
産
の
集
合
が

z
E〈
Bo

z
-
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
農
業
生
産
物
が
農
業
経
営
に
必
要
で
あ
る
限
り
、

z
z
z
E
R
3
に
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の

根
拠
と
し
て
∞
の
∞
九
八
条
二
号
を
挙
げ
た
。

(
凶
)

学
説
に
お
い
て
も
、
ニ
ロ
〈
巾

E
R
2
を
農
業
経
営
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
動
産
の
集
合
と
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
、
農
産
物
は
、

(
げ
)

業
経
営
の
継
続
に
必
要
な
か
ぎ
り

E
Z
Z三
ミ
ョ
に
含
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
を
と
る
点
で
も
一
致
し
て
い
る
。

そ
れ
が
農

以
上
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、

ま
ず
、
用
益
賃
貸
借
質
権
と
は
、
設
定
契
約
を
書
面
に
よ
っ
て
行
な
い
、

か
っ
そ
の
契
約
を
管
轄
区
裁
判

所
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
質
権
の
公
示
を
行
う
と
い
う
形
式
の
質
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
届
出
は
、
質
権
設
定

の
合
意
と
並
ん
で
質
権
設
定
の
要
件
と
な
っ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
成
立
要
件
で
あ
る

(
法
二
条
)
。
次
に
、
集
合
物
そ
れ
自
体
が
質
権

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
争
い
が
あ
る
。
た
だ
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
質
権
の
効
力
が
個
々
の
属

具
物
件
に
及
ぶ
と
い
う
点
か
ら
は
、
集
合
物
で
な
い
と
解
す
る
方
が
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
む
し
ろ
実
際
に
重
要
な
の
は
、

個
別
の
動
産
が

ε
E〈
S
S
1
に
当
た
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
っ
て
、
こ
の
解
決
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
基
準
は
、

そ
の
動
産
が
用
益
賃
借

地
上
の
農
業
経
営
に
役
立
つ
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

3 

「
附
加
」
・
「
分
離
」
に
関
し
て

~tr去45(5 ・ 120)814



で
は
、
こ
の
質
権
と
第
三
者
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か
。

「
附
加
」
か
ら
検
討
す
る
。
法
三
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
質
権
設
定
者
の
所
有
に
帰
し
か
っ
全
体
と
し
て
の
属
具
に
加
え
ら
れ
た
動
産
は
、
質

(
時
)

権
の
客
体
と
な
る
。
こ
の
規
定
は
、
農
業
機
械
の
交
換
を
念
頭
に
置
い
た
規
定
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
農
業
機
械
が
長
期
間
の
使
用
に
よ
っ

い
わ
ゆ
る
「
附
加
」
・
「
分
離
」

の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
、

て
損
耗
し
た
と
き
や
機
械
の
陳
腐
化
に
よ
っ
て
価
値
の
低
下
し
た
と
き
に
、

そ
の
代
わ
り
に
購
入
さ
れ
た
新
た
な
機
械
も
ま
た
質
権
の
客
体

と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
際
、

と
く
に
質
権
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
を
当
事
者
が
望
め
ば
、

そ
の
旨
を
質
権
設
定
契
約
に
記
載
す
る
こ
と
を
必

そ
の
よ
う
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
通
常
は
自
動
的
に
質
権
の
客
体
と
な
る
わ
け
で

(
ゆ
)

あ
る
。
こ
れ
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
規
定
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
交
換
が
行
な
わ
れ
る
た
び
に
、
質
権
設
定
契

要
と
す
る

(
三
条
二
項
)
。
し
た
が
っ
て
、

約
の
補
正
を
行
な
う
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
、
債
務
者
の
行
動
を
常
に
監
視
す
る
必
要
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

次
の
四
条
は
、
占
有
改
定
に
よ
る
質
権
の
善
意
取
得
を
否
定
し
た
切
の
∞
の
原
則
(
切
の
ロ
一
二

O
七
条
)
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
債

(
初
)

権
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
有
益
な
規
定
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
四
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
属
具
物
件
が
債
務
者
の
所
有
で
な
い
場
合
で

も
、
質
権
設
定
契
約
の
届
出
時
点
の
善
意
無
重
過
失
を
要
件
に
、
債
権
者
が
、
右
属
具
物
件
に
対
し
て
も
質
権
を
取
得
す
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
所
有
権
留
保
に
よ
っ
て
農
業
機
械
を
債
務
者
に
給
付
し
て
い
る
場
合
に
も
、

(
幻
)

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

そ
の
農
業
機
械
に
つ
い
て
質
権

も
し
、
質
権
設
定
契
約
の
届
出
の
後
に
、
所
有
権
留
保
条
件
で
農
業
機
械
を
債
務
者
が
購
入
し
た
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
に
処
理

し
か
し
、

さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

四
条
一
項
の
規
定
す
る
債
権
者
に
よ
る
質
権
の
善
意
取
得
が
、
質
権
設
定
契
約
当
時
存
し
て
い
る
属
具

物
件
に
限
ら
れ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
質
権
設
定
契
約
後
に
全
体
と
し
て
の
属
具
に
加
え
ら
れ
た
物
に
つ
い
て
も
可
能
と
な
る
の
か
と
い
う

形
で
、
争
わ
れ
て
い
る
。

(
幻
)

一
方
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
用
益
賃
借
人
が
所
有
者
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
債
権
者
が
善
意
無
過
失
で
あ
れ
ば
、
法
三
条
二
項
が
適
用
さ
れ

北法45(5・121)815 



説

て
、
質
権
設
定
契
約
当
時
の
属
具
物
件
だ
け
で
な
く
、
後
に
加
わ
っ
た
も
の
に
対
し
て
も
、
質
権
が
成
立
す
る
。
こ
の
見
解
は
、
三
条
二
項

の
要
件
と
共
に
四
条
一
項
の
要
件
を
要
求
す
る
こ
と
で
、
質
権
設
定
契
約
後
に
加
わ
っ
た
属
具
物
件
に
つ
い
て
の
質
権
の
善
意
取
得
を
可
能

弓ι
白岡

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
根
拠
は
、
三
条
二
項
が
要
求
し
て
い
る
の
は
契
約
後
全
体
と
し
て
の
属
具
に
加
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
点
ゃ
、
質
権
設
定
契
約
の
届
出
前
と
そ
の
後
と
を
と
く
に
区
別
す
る
理
由
が
な
い

(
お
)

と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
た
。

(M) 

し
か
し
、
否
定
説
の
方
が
支
配
的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
∞
の
回
に
よ
る
質
権
の

場
合
無
権
利
者
か
ら
の
善
意
取
得
が
成
立
す
る
の
は
、
目
的
物
に
つ
い
て
の
占
有
を
取
得
し
た
と
き
で
あ
る

(
回
。
∞
一
二

O
七
条
)
。
こ
れ

に
対
し
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
に
つ
い
て
は
、
設
定
契
約
の
届
出
に
よ
っ
て
質
権
の
公
示
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

を
破
り
、
占
有
を
取
得
し
な
い
ま
ま
で
善
意
取
得
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
善
意
取
得
は
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
の
意
思
に
よ

}
の
切
の
切
の
原
則

る
質
権
設
定
が
行
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
設
定
契
約
の
届
出
後
に
加
わ
っ
た
属
具
に
も
質
権
が
効
力

を
及
ぼ
す
の
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
る
も
の

(
法
四
条
一
項
)

で
あ
っ
て
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
切
の
∞
一

二
五
七
条
に
よ
れ
ば
、
法
定
質
権
に
は
善
意
取
得
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
見
て
、
設
定
契
約
の
届
出
後
に
加
わ
っ
た

(
お
)

属
具
に
つ
い
て
質
権
の
善
意
取
得
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
お
)

裁
判
所
は
、
こ
の
通
説
を
支
持
し
て
い
る
。

[3]
切
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〈
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N小
井
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闘
争
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¥
。
。
・
回
の
Z
N
ω
タ
印
ω

X
は
、
債
務
者
A
か
ら
用
益
賃
貸
借
質
権
の
設
定
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
所
有
権
留
保
付
の
豚
六
一
頭
が
A
か
ら
Y
に
引
き
渡
さ
れ
、

Y
は
、
こ
れ
を
直
ち

に
売
却
し
、
代
金
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
の
直
後
、

X
は
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約
の
解
約
を
告
知
し
た
。

X
は
、
右
豚
に
つ
い
て
善
意
取
得
し
た
質
権
の
喪
失

に
よ
る
損
害
の
賠
償
を
Y
に
求
め
た
。
「
の
は
、
請
求
棄
却
。

x
-
Y
の
合
意
に
基
き
飛
躍
上
告
。
回
の
出
は
、
ま
ず
、
三
条
一
項
と
の
権
衡
を
理
由
に
、
三
条

北法45(5・122)816 



二
項
の
場
合
に
は
A
が
所
有
権
を
取
得
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
X
の
主
張
を
否
定
し
た
。
次
に
、

X
の
善
意
取
得
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
、
上
告

を
棄
却
し
た
。
善
意
取
得
は
、
取
得
者
が
前
提
と
な
る
事
実
状
態
を
法
律
行
為
に
よ
る
取
得
に
際
し
て
信
頼
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
し
か
し
本
件
で
は
、
豚
が
加
え
ら
れ
た
時
X
は
そ
の
事
実
状
態
、
す
な
わ
ち
加
え
ら
れ
た
の
か
否
か
、
ま
た
何
が
加
え
ら
れ
た
の

か
を
知
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
何
ら
の
信
頼
も
有
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
も
存
在
せ
ず
、
善
意
取
得
の
対
象
に
も
な
り
え
な
い
。

四
条
二
項
は
個
別
の
属
具
物
件
に
第
三
者
の
権
利
が
付
着
し
て
い
る
場
合
に
、

一
項
と
同
じ
要
件
で
、
質
権
が
優
先
す
る
こ
と
を
定
め
た

規
定
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
第
三
者
の
権
利
は
、
用
益
権
(
豆
島
可
宮
内
『
)
や
約
定
質
権
(
〈
巾
「
可
括
的
切
片
山

E
Z与
丹
)
、
ド
イ
ツ
商
法
典
(
以

(
幻
)

下
、
「
向
。
∞
」
と
呼
ぶ
)
三
六
九
条
に
よ
る
商
事
留
置
権
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
権
利
に
対
し
て
は
、
そ
の
成
立
時
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

(
お
)

用
益
賃
貸
借
質
権
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
附
加
」
の
局
面
で
は
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
は
、
次
の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
も
の
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、

債
務
者
(
用
益
賃
借
入
)
が
所
有
権
を
取
得
し
か
っ
全
体
と
し
て
の
属
具
に
加
わ
っ
た
属
具
物
件
に
つ
い
て
も
債
権
者
(
用
益
賃
貸
借
信
用

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

機
関
)

の
質
権
が
そ
の
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
「
附
加
L

に
つ
い
て
明
確
な
規
定
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

設
定
の
時
点
で
債
務
者
の
所
有
で
な
い
属
具
が
農
場
内
に
混
在
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
も
、

そ
の
質
権
設
定
が
無
効
と
な
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
善
意
無
重
過
失
を
要
件
と
し
て
、
債
権
者
に
よ
る
質
権
の
善
意
取
得
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
設
定
後
に
加
わ
っ
た
属
具

に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
債
務
者
の
所
有
権
取
得
が
質
権
の
効
力
の
及
ぶ
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
σ

で
は
次
に
、
「
分
離
」

の
局
面
で
は
、
ど
の
よ
う
な
規
定
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、

ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
の
か
。
問
題
と
な
る
の
は
、

債
務
者
が
属
具
を
処
分
し
た
場
合
の
五
条
の
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
の
処
分
に
よ
っ
て
質
権
の
設
定
さ

れ
た
属
具
な
い
し
属
具
上
の
権
利
を
取
得
し
た
第
三
者
は
、
質
権
設
定
契
約
が
届
け
出
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
質
権
の
存
在
に
つ
い
て
の

善
意
を
質
権
者
に
対
し
て
主
張
し
え
な
い
。
し
か
し
、
同
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
に
よ
る
処
分
が
通
常
の
経
営
の
範
囲
内
で
行
な
わ
れ
、

北法45(5・123)817 



説

か
っ
、
質
権
者
に
よ
る
裁
判
上
の
権
利
行
使
が
な
さ
れ
る
以
前
に
農
場
か
ら
搬
出
さ
れ
た
と
き
に
は
、

そ
の
属
具
物
件
は
質
権
の
拘
束
を
免

ゴヒi去45(5・124)818

論

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
用
益
賃
借
入
の
経
済
的
な
必
要
性
と
質
権
者
の
保
護
と
を
調
節
す
る
も
の
と
し
て
考

(
m
U
)
 

え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
用
益
賃
借
入
が
行
な
っ
た
処
分
が
通
常
の
経
営
の
範
囲
内
で
あ
る
場
合
で
も
、
第
三
者
は
そ
の
物
を
善
意
取
得

(
ぬ
)

す
る
こ
と
な
く
、
用
益
賃
貸
借
質
権
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
裁
判
上
の
権
利
主
張
ま
で
に
搬
出
に
至
れ
ば
、
そ
の
物
は
、

用
益
賃
貸
借
質
権
に
よ
る
拘
束
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
う
ち
一
項
は
、
切
の
回
九
三
六
条
に
よ
り
第
三
者
の
権
利
の
付
着
し
た
物
の
取
得
者
が
負
担
の
な
い
物
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
原
則
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
右
原
則
に
よ
り
与
信
者
の
物
的
担
保
権
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
結
果
と
な
る
た
め
、

(
訂
)

債
権
者
の
保
護
を
図
る
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
取
得
者
の
側
で
も
、
裁
判
所
へ
の
届
出
の
有
無
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
両
者
の

(
辺
)

立
場
の
権
衡
は
凶
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
項
は
、
切
の
∞
一
一
一
一
一
条
な
い
し
一
一
一
一
一
一
条
の
規
定
が
採
っ

(
お
)

て
い
る
考
え
方
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
、
∞
の
国
の
裁
判
例
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

[
4
]
∞の
E
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-
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m
w
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印
・
語

E
ω
¥白
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切の
Z
N
品
戸
。

X
の
た
め
に
用
益
賃
貸
借
質
権
を
設
定
し
た
債
務
者
A
は
、
Y
か
ら
肥
料
と
種
籾
を
購
入
し
た
後
、
そ
の
農
業
経
営
を
放
棄
し
た
。
そ
こ
で
、
X
と
Y
が
協

力
し
て
換
価
し
た
属
具
の
純
益
一
二
一
一
一
一
一
口
富
三
四
三
の
う
ち
、
右
肥
料
等
に
相
当
す
る
こ
七
四
人
口
冨
の
支
払
い
を
用
益
賃
貸
借
質
権
に
基
き
X
が
請
求
し

た
。
他
方
、
Y
は
、
一
九
四
九
年
一
月
一
九
日
の
肥
料
及
ぴ
種
籾
の
供
給
の
担
保
の
た
め
の
法
律
に
よ
る
果
実
質
権
の
優
越
を
主
張
し
た
。
原
審
は
請
求
棄
却
。

X
上
告
。
通
常
、
用
益
賃
貸
借
質
権
は
経
営
の
た
め
の
果
実
に
成
立
す
る
が
、
売
却
用
の
果
実
に
は
成
立
せ
ず
、
果
実
質
権
は
、
逆
に
、
売
却
用
の
果
実
に
の

み
成
立
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
用
益
賃
借
入
A
が
農
場
の
経
営
を
放
棄
し
た
場
合
、
こ
の
両
質
権
問
の
境
界
が
あ
い
ま
い
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
切
の
国
は
、
用

益
賃
貸
借
質
権
の
成
立
要
件
と
し
て
目
的
物
が
経
営
の
た
め
に
役
立
つ
属
具
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
存
続
要
件
と
し
て
は
要
求
さ
れ
て
お

ら
ず
、
経
営
放
棄
後
で
あ
っ
て
も
一
旦
成
立
し
た
質
権
は
失
わ
れ
な
い
と
し
て
、
上
告
を
認
容
し
た
。
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X
の
た
め
に
用
益
賃
貸
借
質
権
を
設
定
し
た
後
、
債
務
者
A
は
、
訴
外
B
か
ら
所
有
権
留
保
売
買
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
し
、
支
払
終
了
後
、
担
保
目
的
で

Y
に
譲
渡
し
た
。
そ
の
後
A
が
経
営
を
放
棄
し
た
の
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
換
価
が
行
な
わ
れ
、
三
八
四
二
口
去
五

O
去
の
純
益
を
得
た
。
争
点
は
、

X
の
用
益

賃
貸
借
質
権
と

Y
の
譲
渡
担
保
に
よ
る
所
有
権
と
の
優
劣
で
あ
っ
た
。
下
級
審
は
、
い
ず
れ
も

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。

Y
上
告
。
上
告
理
由
は
、
用
益
賃
貸

借
質
権
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
属
具
に
加
わ
っ
た
時
点
よ
り
も
債
務
者
の
所
有
権
取
得
の
時
点
の
方
が
先
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
本

件
の
場
合
、
所
有
権
取
得
の
時
点
で
な
お
質
権
が
未
成
立
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
切
の
国
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
ま
ず
、
法

三
条
二
項
前
段
の
規
定
は
、
所
有
権
取
得
と
属
具
へ
の
加
入
と
い
う
二
つ
の
事
実
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
間
的
順
序
ま
で
規
定
し
た

も
の
で
は
な
く
、

Y
の
主
-
張
に
は
理
由
が
な
い
。
次
に
、
五
条
一
項
に
関
し
て
も
、
こ
の
質
権
設
定
契
約
が
登
録
さ
れ
て
い
る
以
上
、

Y
は
ト
ラ
ク
タ
ー
を
善

意
取
得
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
同
条
二
条
に
関
し
て
は
、
債
務
者
の
倒
産
の
直
前
に
な
さ
れ
た
譲
渡
担
保
が
通
常
の
経
営
の
範
囲
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
が
、

し
か
し
本
件
ト
ラ
ク
タ
ー
は

Y
へ
の
右
譲
渡
に
よ
っ
て
搬
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
で
は

A
の
錯
誤
に
よ
り
土
地
か
ら
搬
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
用
益
賃
貸
借

質
権
は
消
滅
し
て
い
な
い
と
判
示
し
た
。

[
6
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X
の
た
め
に
用
益
賃
貸
借
質
権
を
設
定
し
た
A
は
、
い
っ
た
ん
農
場
経
営
を
放
棄
し
た
が
、
別
の
場
所
で
再
開
し
、
家
畜
を
購
入
し
た
。
そ
の
後
、

A
は、

右
家
畜
を

Y
に
売
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

X
が
用
益
賃
貸
借
質
権
の
侵
害
を
理
由
に

Y
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
原
審
は
、
請
求
認
容
。

Y
上
告
。

(

日

制

)

∞
の
出
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
経
営
終
了
後
の
属
具
の
売
却
搬
出
が
免
責
を
生
じ
る
か
否
か
は
、
問
。
の
判
例
を
引
用
し
、
否
定
し
た
。

次
に
、
用
益
賃
貸
借
質
権
の
善
意
取
得
に
つ
い
て
は
、
農
場
が
変
更
さ
れ
て
い
る
本
件
の
場
合
、
そ
の
農
場
の
公
一
不
を
目
的
と
す
る
五
条
一
項
の
趣
旨
か
ら
、

そ
の
ま
ま
の
形
で
同
項
の
適
用
を
認
め
ず
、
本
件
家
畜
が
従
前
の
農
場
の
属
具
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
善
意
・
悪
意
を
問
題
と
し
た
。
そ
し
て
、

本
件
で
は

Y
が
こ
の
点
に
つ
き
悪
意
な
い
し
重
過
失
で
あ
り
、
善
意
取
得
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。

[
7
]
∞
の
国

C
2
〈
・
叶
回
。
同
市
山
斗
(
)
語

N
∞・
4
園

N
O
叶
¥
め
∞
-
∞
の
出
N
m
h戸

ω
H
。

X
は
用
益
賃
貸
借
質
権
者
で
あ
り
、

Y
は
債
務
者
A
の
有
す
る
現
在
お
よ
び
将
来
の
家
畜
の
譲
渡
担
保
権
者
で
あ
っ
た
。

A
は
、
農
業
経
営
を
放
棄
し
、
別

の
農
場
に
移
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
経
営
に
失
敗
し
た
。
そ
こ
で

Y
は
、
担
保
目
的
物
を
差
し
押
さ
え
、
子
牛
八
頭
と
負
債
っ
き
の
牛
三
頭
を
除
い
て
競
売
し
、
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説

五
O
五
一
口
冨
九
八
苫
の
純
益
を
得
た
。
ま
た
右
の
牛
三
頭
に
つ
い
て
は
、
負
債
を
支
払
っ
た
上
で
、

A
の
所
有
権
取
得
の
期
待
権
を
差
し
押
さ
え
た
。
こ
れ

に
対
し
X
は
、
そ
の
質
権
に
基
い
て
純
益
の
支
払
い
と
、
競
売
を
免
れ
た
牛
と
子
牛
が
質
権
に
服
す
る
と
の
確
認
を
求
め
た
。
原
審
は
、
支
払
請
求
を
一
部
認

容
し
、
確
認
請
求
を
全
部
認
容
し
た
。
Y
上
告
。
∞
の
ロ
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
ま
ず
、
農
場
の
移
転
と
用
益
賃
貸
借
質
権
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
従
前
の
判
例
(
裁
判
例
[

4

]

)

を
引
用
し
て
、
農
場
へ
の
属
具
の
従
属
性
は
そ
の
成
立
要
件
で
は
あ
っ
て
存
続
要
件
で
は
な
く
、
農
場
の
移
転

に
か
か
わ
ら
ず
、
質
権
が
存
続
す
る
と
判
示
し
た
。
次
に
、
農
場
経
営
放
棄
後
の
属
具
の
処
分
も
、
従
前
の
判
例
(
裁
判
例
[

6

]

)

を
引
用
し
て
、
通
常
の
経

営
の
範
囲
内
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
件
質
権
を
X
が
有
し
て
い
た
か
否
か
は
、

A
が
属
具
の
所
有
権
を
取
得
し
て
い
た
か
否
か
に
か
か
わ
る
と
す
る
。

ま
ず
競
売
の
な
さ
れ
た
本
件
家
畜
に
つ
き
A
の
所
有
権
を
認
定
し
た
。
ま
た
、
競
売
の
な
さ
れ
な
か
っ
た
三
頭
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
抵
当
権
が
そ
の
不
動
産

の
従
物
に
つ
い
て
の
期
待
権
に
も
そ
の
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
を
肯
定
し
た
切
の
国
の
判
決
や
用
益
賃
貸
人
の
法
定
質
権
が
期
待
権
に
及
ぶ
こ
と
を
肯
定
し
た

{
お
)

切
の
足
の
判
決
を
引
用
し
て
、

Y
の
取
得
し
た
期
待
権
へ
の
用
益
賃
貸
借
質
権
の
効
力
を
肯
定
し
た
。

言命

こ
れ
ら
の
∞
の
出
の
判
決
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
「
分
離
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
用
益
賃
貸
借
質
権
と
そ
の
他
の
担
保

権
、
と
く
に
譲
渡
担
保
と
の
競
合
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
五
条
二
項
自
体
が
用
益
賃
借
人
の
寸
処
分
」
を
前
提
と
し
て
い
る

(
幻
)

の
で
、
「
売
却
」
だ
け
で
な
く
、
質
権
な
ど
の
担
保
権
の
設
定
の
場
合
が
あ
り
う
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

全
て
の
事
案
に
お
い
て
、
用
益
賃
貸
借
質
権
者
は
、
優
先
的
な
地
位
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
用
益
賃
貸
借
質
権
が
非

常
に
強
力
な
担
保
権
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
た
と
え
ば
、
譲
渡
担
保
と
の
関
係
で
は
、
用
益
賃
借
地
か
ら
の
搬
出
と
い
う

要
件
を
欠
く
た
め
に
、
通
常
、
免
責
が
生
じ
え
な
い
。
ま
た
、
所
有
権
留
保
で
供
給
さ
れ
た
物
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
附
加
」
で
述
べ
た

ょ
、
つ
に
、

そ
の
物
自
体
に
つ
い
て
の
質
権
は
確
か
に
成
立
し
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
の
「
期
待
権
L

に
つ
い
て
は
質
権
が
成
立
す
る
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
「
通
常
の
経
営
の
範
囲
」
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
も
、
用
益
賃
借
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
農
業
経
営
が
破
綻
な
い
し

終
了
し
た
後
に
行
な
わ
れ
た
「
処
分
」
で
は
、
そ
の
要
件
を
み
た
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
質
権
は
、
債
務
者
か
ら
の
「
処
分
」
に
関
し
て
非
常
に
強
力
な
担
保
権
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
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た
と
え
ば
、
債
務
者
か
ら
属
具
を
取
得
し

(
お
)

た
第
三
者
が
さ
ら
に
処
分
を
行
な
っ
た
と
き
に
は
、
転
得
者
は
、
∞
の
∞
の
原
則
に
従
い
、
そ
の
属
具
を
善
意
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
鈎
)

次
に
、
在
庫
商
品
な
ど
を
客
体
と
す
る
登
録
質
権
制
度
に
関
す
る
諸
提
案
を
と
り
上
げ
る
。

を
超
え
た
場
合
に
、
切
の
∞
の
原
則
に
従
う
こ
と
に
な
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

在
庫
商
品
に
つ
い
て
の
登
録
質
権
制
度
(
河
巾
m
z
g与
P
E
Z円
宮
)

の
提
案

1 

立
法
提
案
の
背
景
と
そ
の
理
由

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

在
庫
商
品
な
ど
の
担
保
化
に
関
す
る
立
法
提
案
が
な
さ
れ
た
理
由
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

在
庫
商
品
の
担
保
化
は
、
従
来
、
譲
渡
担
保
な
い
し
所
有
権
留
保
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
所
有
権
留
保
は
、
商
品
供

給
者
の
売
買
代
金
担
保
手
段
で
あ
る
の
で
、
商
品
購
入
の
際
の
与
信
担
保
手
段
で
し
か
な
く
、
こ
の
た
め
、
商
品
購
入
以
外
の
信
用
の
供
与

の
た
め
に
は
、
在
庫
商
品
の
所
有
者
は
、
譲
渡
担
保
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

(ω) 

し
か
し
、
譲
渡
担
保
に
は
、
三
つ
の
欠
陥
が
あ
る
。

一
つ
に
は
、
譲
渡
担
保
の
存
在
が
外
部
か
ら
認
識
で
き
な
い
た
め
に
他
の
与
信
者
を

危
険
に
さ
ら
す
結
果
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
自
は
、
担
保
目
的
を
超
え
た
法
形
式
を
用
い
る
た
め
に
や
は
り
他
の
債
権
者
を
害
す
る
結

来
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
譲
渡
担
保
に
関
す
る
法
規
制
が
判
例
と
学
説
に
任
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
譲
渡
担
保
権
者
に
と
っ
て

も
な
お
不
明
確
か
っ
不
安
定
な
地
位
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
在
庫
商
品
な
ど
の
譲
渡
担
保
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
力
範
囲

(
H
U
)
 

を
め
ぐ
っ
て
、
商
品
供
給
者
と
金
銭
与
信
者
と
の
争
い
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
商
品
供
給
者
が
譲
渡
担
保
へ
の
対
抗
策
と
し
て
所
有
権
留

保
を
用
い
た
た
め
に
、
両
者
の
問
で
担
保
の
競
合
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
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説

こ
れ
ら
の
欠
陥
を
是
正
す
る
た
め
、
在
庫
商
品
な
ど
の
譲
渡
担
保
を
登
録
質
権
と
い
う
形
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
譲
渡
担
保
に

(
位
)

欠
け
て
い
る
公
示
を
回
復
し
、
同
時
に
、
そ
の
効
力
の
点
で
も
質
権
と
し
て
の
法
的
な
性
格
を
明
確
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

(

円

相

)

一
九
二
六
年
に
ラ
イ
ヒ
議
会
に
提
出
さ
れ
た
同

2
E吾
案
で
は
、
ま
ず
、
そ
の
三
条
が
、
集
合
物
な
い
し
個
物
の
い

eb， 
民間

具
体
的
に
み
る
と
、

五
条
が
、
集
合
物
の
質
入
の
場
合
、
在
庫
品
お
よ
び
そ
の
後
に
加
入
し
た

も
の
に
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
五
条
で
質
入
れ
さ
れ
て
い
た
物
の
代
償
と
な
る
物
(
以
下
、
「
代
償
物
」

と
呼
ぶ
)
に
も
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
個
別
の
立
法
理
由
の
う
ち
、
登
録
質
権
の
客
体
が
集
合
物
な

ず
れ
も
が
登
録
質
権
の
目
的
と
な
る
こ
と
を
規
定
し
、
次
い
で
、

い
し
個
物
の
い
ず
れ
で
も
良
い
と
い
う
三
条
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
理
由
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
五
条
に
つ
い
て
は
、
商
品

(
H
H
)
 

倉
庫
の
譲
渡
担
保
に
お
い
て
と
ら
れ
て
い
た
手
法
を
採
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
こ
の
穴

2
E
5
案
の
後
に
公
表
さ
れ
た
戸
島
呂
田
ロ
ロ
提
案
で
は
、
-
ハ

2
E
S
案
と
は
異
な
り
、
目
的
物
と
し
て
集
合
物
を
質
権
者
に

(
必
)

提
供
し
う
る
債
務
者
を
営
業
を
行
な
っ
て
い
る
者
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
登
録
簿
へ
の
過
度
の
負
担
を
避
け
る
と
と
も
に
、
重
要
な

財
産
の
担
保
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

2 

草
案
の
内
容

(
1
)
 

(

刊

明

)

同

2
E
S
案

ま
ず
、
同
案
二
条
は
、
動
産
の
占
有
を
設
定
者
に
留
保
し
た
時
に
は
こ
の
法
律
に
よ
る
質
権
が
登
録
質
権
(
河
品

5
2
1自
己

と
な
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
登
録
質
権
の
設
定
に
関
す
る
四
条
に
よ
れ
ば
、
設
定
者
と
債
権
者
と
は
、
質
権
設
定
の
物
権
的
合

意
と
登
録
裁
判
所
有
巾
包
己
巾
『
官
三
円
宮
)

へ
の
質
権
設
定
契
約
の
届
出

(ZErュ
品

E間
)

と
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
六
条
は
、
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書
面
に
よ
る
質
権
設
定
契
約
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
ま
た
同
条
は
、

そ
の
記
載
内
容
と
し
て
、
質
権
設
定
の
物
権
的
合
意
(
同
条
一
号
)
・

債
務
者
の
名
称
(
同
二
号
)
・
被
担
保
債
権
額
と
利
息
付
き
の
時
の
そ
の
利
率
(
同
三
号
)
・
質
物
の
明
確
な
表
示
(
同
四
号
)

な
ど
を
列
挙

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
七
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
登
録
裁
判
所
は
、
質
権
設
定
契
約
の
届
出
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
質
登
録
簿

(
2
2奇
品
互
巾
「
)

に
記
載
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
三
条
一
項
は
、
農
業
・
林
業
・
園
芸
業
・
営
業
上
の
企
業
財
産
に
属
す
る
動
産
を
個
別
に
ま
た
は
集
合
物
と
し
て
質
権
の
客
体
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
集
合
物
と
し
て
動
産
質
権
の
設
定
を
認
め
た
こ
の
規
定
は
、
回
。
∞
の
有
体
物
原
則
を
破
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
質
権
の
効
力
に
つ
い
て
は
、

五
条
に
規
定
が
あ
る
。
ま
ず
同
条
一
号
に
よ
れ
ば
、
商
品
倉
庫
(
名
曲
『
巾
三
お
巾
「
)

在
庫
品
(
〈
ミ
E
R
)
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
内
容
の
変
更
す
る
集
合
物
の
場
合
に
は
、
そ
の
集
合
物
に
加
入
す
る
物
に
こ
の
質
権
の
効
力

が
及
ぶ
。
ま
た
、
同
条
二
号
に
よ
れ
ば
、
質
物
の
破
損
や
致
損
、
そ
の
他
質
権
設
定
者
か
ら
取
り
去
ら
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
代
償
物
に
も

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

ま
た
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
集
合
物
が
客
体
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
が
変
更
す
る
場
合
を
も

(U) 

含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
質
権
の
効
力
は
、
七
条
二
項
前
段
に
よ
れ
ば
質
権
設
定
契
約
の
届
出
に
よ
り
発
生
す
る
。
た
だ
し
、

同
項
後
段
に
よ
れ
ば
、
契
約
締
結
後
一
週
間
以
内
に
届
出
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
契
約
締
結
時
点
か
ら
効
力
を
生
じ
る
。
さ
ら
に
、
同
条

三
項
は
、
右
で
述
べ
た
五
条
一
号
の
場
合
集
合
物
へ
の
加
入
の
時
点
で
、

ま
た
同
条
二
号
の
場
合
に
は
質
権
設
定
者
に
よ
る
代
償
物
の
占
有

取
得
の
時
点
で
、
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
質
権
設
定
者
か
ら
質
物
を
取
得
し
た
者
が
善
意
取
得
を
主
張
し
う
る
か
否
か
、

お
よ
び
、
第
三
者
の
所
有
す
る
物
に
つ
い
て
質
権

を
善
意
取
得
で
き
る
か
否
か
は
、
九
条
に
よ
れ
ば
、
∞
の
∞
や
図
。
∞
の
善
意
取
得
に
関
す
る
諸
規
定
の
適
用
す
る
場
面
を
前
提
と
し
て
、
差
口

(
刊
叩
)

意
・
悪
意
の
判
断
時
点
を
質
権
の
効
力
発
生
時
点
と
す
る
。

な
お
、
最
後
に
、

一
八
条
は
、
登
録
質
権
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
、
以
後
∞
の
∞
九
三

O
条
の
方
法
に
よ
る
譲
渡
担
保
の
設
定
を
禁
止
し や

jヒ法45(5・129)823



説

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
律
案
は
、
譲
渡
担
保
を
登
録
質
権
で
置
き
換
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

(
刊
日
)

円
、
各
自
白
ロ
ロ
提
案

(
2
)
 

論

同
提
案
一
条
二
項
は
、
占
有
取
得
を
伴
わ
な
い
契
約
質
権

2
2可
品
目
玄
白

E
Z円
宮
)

に
よ
る
担
保
権
の
設
定
が
許
さ
れ
る
こ
と
を
宣
言

し
て
い
る
。

二
条
は
、
質
権
の
目
的
物
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。

一
項
に
よ
っ
て
、
特
定
の
個
物
が
質
権
の
客
体
と
な
り
、
二
項
に
よ
っ
て
、
商
品

倉
庫
や
属
具
(
目
白
〈

g
g『
)
、
在
庫
品
の
よ
う
な
企
業
財
産
に
属
す
る
集
合
物
そ
れ
自
体
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
質
権
の
客
体
と
な
る
。
た

だ
し
、
後
者
の
場
合
、
質
権
設
定
者
は
、
営
業
者
(
の

2
R
Z可
2
Z
E
R
)
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
登

録
簿
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
契
約
質
権
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
質
権
設
定
者
と
質
権
者
と
の
間
の
特
別
な
書
面
に
よ
る
契
約
が
必
要
で
あ
る
(
六
条
一
項
前
段
)
。

そ
の
契
約
に
お
け
る
記
載
内
容
は
、

一
点
を
除
い
て
、
す
で
に
紹
介
し
た
同

2
E
F
案
と
同
じ
で
あ
る

七
条
一
項
)
。
そ
の
一
点
と
は
、

同
条
一
項
四
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
質
権
の
目
的
物
に
関
し
て
、
目
的
物
が
商
品
倉
庫
や
在
庫
品
の
よ
う
な
集
合
物
の
場
合
に
は
、
質
物
の

明
確
な
表
示
の
他
に
、
商
品
の
保
管
お
よ
び
貯
蔵
の
詳
細
な
方
法
に
つ
い
て
の
記
載
を
必
要
と
し
、
在
庫
品
台
帳
(
戸
山
町
巾
『

g
n
Z「
)

在
す
る
場
合
に
は
そ
の
台
帳
へ
の
記
載
を
も
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
草
案
で
は
、
集
合
物
が
質
権
の
目
的

で
あ
る
場
合
、

そ
の
内
容
を
は
っ
き
り
表
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
質
権
の
効
力
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

四
条
)
。
こ
れ
は
、
}
ハ
2
E
S
案
五

条
に
対
応
す
る
。
同
条
一
号
に
よ
れ
ば
、
質
権
設
定
者
に
よ
る
占
有
取
得
の
時
点
か
ら
、
代
償
物
に
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
よ
う
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
同
条
三
号
に
よ
れ
ば
、
構
成
要
素
の
変
動
す
る
集
合
物
の
場
合
、
そ
の
時
々
に
集
合
物
の
構
成
要
素
と
な
っ
た
物
に
構

成
要
素
に
加
わ
っ
た
時
点
か
ら
質
権
が
及
ぶ
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
同
号
前
段
但
書
に
よ
れ
ば
、
所
有
権
者
が
異
な
る

北法45(5・130)824
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場
合
や
す
で
に
こ
の
法
律
に
よ
る
質
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
排
除
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
有
権
留
保
に
よ
っ
て
購
入

し
、
構
成
要
素
に
加
わ
っ
た
場
合
に
は
、
質
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
ω
a
)
 

こ
の
質
権
設
定
契
約
は
、
六
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
営
業
者
に
よ
る
集
合
物
そ
れ
自
体
の
質
入
の
場
合
に
の
み
、
登
録
所
に
届
け
出
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
項
第
二
段
に
よ
れ
ば
、
届
出
が
質
権
の
効
力
発
生
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
質
権
設
定
者
は
、
目
的
物
の
保
管
お
よ
び
保
護
義
務
と
集
合
物
の
質
入
の
際
に
目
的
物
の
詳
細
な
表
示
を
行
な
う
義
務
を
負
つ

て
い
る

(一

O
条
一
項
)
。
ま
た
、
譲
渡
の
目
的
を
有
す
る
集
合
物
が
質
権
の
目
的
物
で
あ
る
場
合
、
譲
渡
が
通
常
の
営
業
取
引
以
外
の
方

な
ら
な
い

か
っ
そ
の
譲
渡
が
集
合
物
の
全
体
か
そ
の
大
部
分
に
関
わ
る
と
き
は
、
そ
の
譲
渡
に
つ
い
て
質
権
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば

(
同
条
三
項
)
。
こ
れ
に
対
し
て
譲
渡
の
目
的
を
有
さ
な
い
集
合
物
が
質
権
の
目
的
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
通
常
の
財
産
管
理
の

法
で
な
さ
れ
、

範
囲
を
逸
脱
し
、

ま
た
は
動
産
担
保
の
価
値
を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に
な
る
譲
渡
に
つ
い
て
、
質
権
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て

し、

る

(
同
条
四
項
)
。

集合財産担保に関する基礎的考察(2 ) 

目
的
物
の
取
得
者
と
質
権
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

一
六
条
に
規
定
が
あ
る
。
同
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
質
物
の
所
有
権
取
得
者
は
、
質

権
の
存
在
に
つ
き
悪
意
の
場
合
、

ま
た
は
、
質
権
設
定
者
も
し
く
は
登
録
所
へ
の
「
期
待
さ
れ
る
べ
き
照
会
」
を
行
な
わ
な
い
場
合
に
は
、

質
権
の
拘
束
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
同
条
二
項
は
、
設
定
者
が
集
合
物
の
一
部
を
な
す
物
を
個
々
の
物
と
し
て
「
通
常
の

経
営
過
程
」
に
お
い
て
譲
渡
し
た
と
き
に
は
、
当
然
に
質
権
の
拘
束
を
免
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

最
後
に
、
三
三
条
二
項
二
号
は
、
契
約
に
よ
る
登
録
質
権
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
、
以
後
∞
の
回
九
一
二

O
条
に
よ
る
担
保
目
的
で
の
所
有

権
の
譲
渡
が
無
効
と
さ
れ
る
旨
の
改
正
を
切
の
∞
に
加
え
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

譲
渡
担
保
が
有
す
る
公
示
性
の
欠
如
と
い
う
欠
点
を
登
録
質
権
の
創
設
に
よ
っ
て
解
消
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
提
案
も
、

北j去45(5・131)825 



説

登
録
質
権
制
度
の
特
徴

3 

吾ι
日間

国
内

2
E
S
案
と

U
F自
由
ロ
ロ
案
の
二
つ
の
登
録
質
権
制
度
を
比
較
す
る
と
、
第
一
に
、
い
ず
れ
も
集
合
物
が
質
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
両
者
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
若
干
異
な
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

Z
F
B
E
E
案
で
は
、
集
合
物
が
質
権
の
客

体
と
な
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
集
合
物
全
体
の
処
分
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
集
合
物
自
体
の
処
分
以
外
に
そ
れ
に
含
ま

れ
る
個
物
の
処
分
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
2
E
S
案
で
は
、
個
々
の
物
の
処
分
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
集
合
物
全
体
の
処
分
と
い
う
も
の
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
で
い
ず
れ
の
案
に
お
い
て
も
、
質
権
の
効
力
が
集
合
物
を
構
成
す

る
個
々
の
物
に
及
ぶ
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
宍
2
E
F
案
で
は
、
ま
す
ま
す
、
集
合
物
そ
れ
自
体
へ
の
質
権
設
定
と
い
う
こ

と
の
持
つ
法
的
な
意
味
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
欠
2
E吾
案
で
は
、
集
合
物
を
質
権
の
客
体
と
し
た
と
い
え
る
と
同
時

に
、
個
々
の
物
を
質
権
の
客
体
と
し
た
上
で
、
本
来
複
数
と
な
る
は
ず
の
設
定
行
為
を
一
括
し
て
行
な
う
た
め
に
「
名
称
」
と
し
て
集
合
物

概
念
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

Z
F
S
Eロ
案
で
は
、
集
合
物
自
体
の
処
分
が
想
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
集
合
物
そ
れ
自
体
の
担
保
化
と
い
う
側
面
が
よ
り
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
集
合
物
自
体
の

処
分
は
、
設
定
者
が
質
権
者
に
そ
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
経
済
的
に
重
大
な
財
産
状
態

の
変
更
を
行
な
う
こ
と
へ
の
同
意
と
い
う
意
味
の
方
が
強
く
、
集
合
物
を
客
体
と
し
た
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
「
分
離
」

の
場
面
、
す
な
わ
ち
個
々
の
物
の
処
分
に
際
し
て
質
権
者
と
そ
の
物
の
取
得
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
両
案
に
は
若

干
の
相
違
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、

-
E
E答
案
で
は
、
取
得
者
の
善
意
取
得
を
認
め
、

そ
の
善
意
・
悪
意
の
基
準
時
を
質
権
の

効
力
発
生
時
点
、
す
な
わ
ち
、
原
則
的
に
、
質
権
設
定
契
約
の
届
出
の
時
点
と
し
て
い
る
。
他
方
、

Z
U白
血
ロ
ロ
案
で
は
、
悪
意
と
並
ん
で
、
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設
定
者
ま
た
は
登
録
所
へ
の
期
待
さ
れ
る
べ
き
照
会
を
行
な
わ
な
か
っ
た
場
合
に
、
善
意
取
得
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
規
定
し
、

同ハ
2
E
S
案
よ
り
も
、
取
得
者
の
過
失
要
件
の
内
容
を
明
確
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

Z
F目
白
ロ
ロ
案
は
、
集
合
物
の
質
入
の
際
の
そ
の
個
物

の
取
得
に
つ
い
て
、

と
く
に
要
件
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
経
営
過
程
に
お
い
て
譲
渡
さ
れ
た
と
き
に
は
当
然
に
質
権
の

拘
束
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
譲
渡
を
目
的
と
し
た
集
合
物
、

た
と
え
ば
、
商
品
倉
庫
や
在
庫
品
な
ど
の
質
入
れ
を
念
頭
に
置
い

た
規
定
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
目
ハ

2
5
5
案
に
は
、
集
合
物
に
関
す
る
特
別
な
規
定
は
存
し
な
い
。
こ
の
点
で
も
、
関

2
5
5
案
と

戸
市
町
ヨ
白
ロ
ロ
案
の
相
違
が
現
れ
て
い
る
。

第
三
に
、

い
わ
ゆ
る
「
附
加
」
の
場
面
で
あ
る
。
両
案
は
、
大
筋
で
一
致
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
案
で
あ
っ
て
も
、
集
合
物
の
場
合
に
は
、

当
事
者
の
約
定
に
よ
っ
て
そ
の
質
権
の
効
力
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、

集
合
物
に
加
入
し
た
物
に
及
ぶ
こ
と
と
破
壊
・
致
損
さ
れ
た
物
の
代
償
物
に
及
ぶ
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
戸
市
F
自
由
ロ
ロ
案
に

よ
れ
ば
、
集
合
物
に
加
え
ら
れ
た
物
が
設
定
者
の
所
有
で
な
い
時
や
す
で
に
同
案
に
よ
る
質
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
質
権
の
効
力

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

が
及
ば
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
、

そ
の
よ
う
な
規
定
を
欠
く
町
内

2
E
F
案
と
異
な
っ
て
い
る
。

第
四
に
、
質
権
設
定
者
が
負
う
べ
き
義
務
の
点
で
も
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
ピ
F
S
E
ロ
案
で
は
、
集
合
物
の
質
入
の
場
合
、

詳
細
な
表
示
を
行
な
う
義
務
や
商
品
の
保
管
・
貯
蔵
方
法
の
詳
細
な
記
述
、

さ
ら
に
在
庫
品
台
帳
へ
の
記
載
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
設
定
者
に
よ
っ
て
、
質
権
の
目
的
と
な
る
も
の
が
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
2
E
S
案
で

は
、
目
的
物
に
関
す
る
詳
細
な
記
載
を
設
定
契
約
書
に
行
な
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
と
り
わ
け
そ
の
保
管
・
貯
蔵
方
法
の
記

北法45(5・133)827

載
な
ど
は
念
頭
に
な
い
。

最
後
に
、
集
合
物
の
担
保
化
と
い
う
点
以
外
で
両
者
に
共
通
し
て
い
る
点
を
挙
げ
て
お
く
。
そ
れ
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
質
権
設
定

契
約
の
登
録
機
関
、
す
な
わ
ち
穴

2
E
5
案
で
は
、
「
登
録
裁
判
所
」
で
あ
る
区
裁
判
所
へ
の
届
出
を
必
要
と
し
、
他
方
円
、
各
自
白
ロ
ロ
案
で
は
、



説

(
切
)

「
登
録
所
」
へ
の
届
出
を
必
要
と
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、

い
ず
れ
も
登
録
質
権
の
効
力
発
生
時
点
が
原
則
的
に
登
録
機
関
へ
の
届

出
の
時
点
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
登
録
質
権
の
創
設
に
代
え
て
、

そ
れ
ま
で
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
譲
渡
担
保
を
禁
止
な
い
し
無

5命

効
と
し
よ
う
と
す
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
商
品
倉
庫
の
よ
う
な
集
合
物
に
関
し
て
質
権
を
認
め
る
こ
と
と
、
当
事
者
に
質
権
設
定
契
約
の
登
録
を
行
な
わ
せ
る

こ
と
で
公
示
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
二
つ
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
立
法
提
案
は
、
公
示
性
の

(
日
)

欠
け
た
譲
渡
担
保
を
、
公
示
性
を
登
録
の
形
で
確
保
す
る
登
録
質
権
に
置
き
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ど
ち
ら
の
特
徴
が

よ
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
集
合
物
に
つ
い
て
担
保
権
の
設
定
を
認
め
る
こ
と
よ
り
も
、
登
録
簿
へ
の
記
載
に
よ
る
無
占
有
質

権
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

い
ず
れ
の
草
案
に
お
い
て
も
、
質
権
の
客
体
と
し
て
、
集
合
物
と
並

ん
で
個
物
を
も
客
体
と
し
う
る
こ
と
を
規
定
す
る
点
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
目
的
物
の
範
囲
に
関
し
て
も
集
合
物
概
念
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
動
的
に
質
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
し
て
定
ま
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

効
力
の
範
囲
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
合
意
の
余
地
を
残
し
て
い
る
点
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
集
合
物
の
質
入
に
関
し
て
、

両
者
の
規
定
に
は
粗
密
の
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宍

2
5吾
案
よ
り
も
「
各
自
白
ロ
ロ
案
の
方
が
よ
り
集
合
物
を
質
入
れ
す
る
こ
と
に
つ
い
て
慎

重
に
考
慮
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
の
案
に
お
い
て
も
、
集
合
物
概
念
を
採
用
し
た
こ
と
で
た
だ
ち

に
質
権
の
効
力
の
範
囲
が
定
ま
る
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
当
時
普
及
し
て
い
た
商
品
倉
庫
の
譲
渡
担
保
を
、
登
録
簿

に
記
載
す
る
こ
と
で
、
登
録
質
権
に
す
る
と
い
う
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
案
は
、
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
文
言
上
は
、
集
合
物
概
念
を
採
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
に
よ
り
、
少
な

く
と
も
一
定
の
範
囲
の
動
産
群
を
一
括
し
て
担
保
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
集
合
物
概
念
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

同
時
に
内
容
の
変
動
に
ま
で
対
応
で
き
た
か
と
い
う
と
、
分
離
に
関
す
る
規
定
が
両
案
で
異
な
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
、

そ
れ
ほ
ど
対
応
で
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き
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
こ
れ
ら
の
質
権
が
あ
く
ま
で
集
合
物
の
構
成
要
素
で
あ
る
個
物
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ

つ
ま
り
、
集
合
物
自
体
の
質
入
と
は
い
っ
て
も
、
集
合
物
そ
れ
自
体
の
み
が
質
権
の
客
体
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

と
が
で
き
る
。

集
合
物
そ
れ
自
体
と
並
ん
で
個
物
が
客
体
と
な
る
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、

そ
れ
ら
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
質
権
の
効
力
は
、
個
物
に
の
み

及
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
と
め

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

ま
ず
、
登
録
質
権
に
よ
る
集
合
財
産
担
保
の
う
ち
用
益
賃
貸
借
信
用
法
と
穴
巾

-
E
5
案
は
、
共
通
し
た
経
済
的
な
状
況
の
下
で
生
ま
れ
た

か
、
ま
た
は
生
み
出
さ
れ
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
の
混
乱
の
な
か
で
、
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
寸
信

(
臼
)

用
の
逼
迫
(
穴

Z
E
Z
2
)
」
が
そ
の
立
法
を
押
し
進
め
よ
う
と
し
た
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
そ
の
法
領
域
で
の
担
保
手
段
と
し
て
譲
渡
担
保
に
頼
っ
て
い
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
の
登
録
質
権
制
度
の
創

設
は
、
譲
渡
担
保
に
代
わ
る
制
度
の
整
備
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
開
ハ

2
E
S
案
や
「
岳
自
由
ロ
ロ
案
に
お
(
日
)

い
て
は
、
登
録
質
権
の
創
設
と
い
わ
ば
引
き
替
え
に
譲
渡
担
保
を
禁
止
な
い
し
無
効
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
の
場
合
、
同
様
の
規
定
は
な
い
が
、
し
か
し
用
益
賃
貸
借
信
用
法
の
前
身
で
あ
る
一
九
二
六
年
法
は
、
当
時
の

用
益
賃
借
人
が
受
け
て
い
た
高
価
で
短
期
の
信
用
を
よ
り
安
価
で
長
期
の
信
用
に
代
え
る
た
め
に
、
用
益
賃
貸
借
質
権
と
い
う
債
権
者
に
と

っ
て
確
実
な
担
保
手
段
を
用
意
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
債
権
者
と
債
務
者
の
双
方
に
よ
り
有

そ
し
て
、

利
で
明
確
な
担
保
手
段
を
提
供
す
る
と
い
う
意
義
を
有
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
質
権
は
、

い
ず
れ
も
、
企
業
経
営
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
商
品
倉
庫
の
登
録
質
権
は
、
商
工
業
経
営
の
た
め
に
必
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要
と
な
る
信
用
の
担
保
を
目
的
と
し
、
用
益
賃
貸
借
質
権
は
、
農
業
経
営
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
信
用
の
担
保
を
目
的
と
し
て
い
る
。

次
い
で
、
質
権
の
客
体
の
点
で
は
、

い
ず
れ
の
質
権
の
場
合
で
も
、
集
合
物
そ
れ
自
体
を
客
体
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ

論

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
異
論
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
こ
で
述
べ
た
こ
と
は
、
登
録
質
権
に

関
す
る
二
つ
の
草
案
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
り
う
る
。
ま
た
、
二
つ
の
草
案
に
お
け
る
集
合
物
概
念
へ
の
疑
問
と
い
う
点
も
、
す
で
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
認
め
た
集
合
物
概
念
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ

は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
複
数
の
動
産
に
つ
い
て
、
「
集
合
物
概
念
」
を
用
い
る
こ
と
で
「
一
個
の
法
律
行
為
」
に
よ
り
、

一
括
し
た

形
で
質
権
の
設
定
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
公
示
の
側
面
か
ら
も
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
用
益
賃

貸
借
質
権
の
場
合
も
登
録
質
権
の
場
合
も
、
公
一
不
は
質
権
設
定
契
約
の
登
録
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
動
産
を
「
一

個
の
法
律
行
為
」
の
客
体
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
動
産
の
数
だ
け
契
約
と
そ
の
登
録
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
集
合

物
概
念
は
、
複
数
の
動
産
を
一
括
す
る
場
面
で
、
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
附
加
」
と
「
分
離
」
に
つ
い
て
は
、

集
合
物
概
念
に
よ
っ
て
自
動
的
に
定
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
以
外
の
考
え
方
を
用
い
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
農
業
属
具
や
商
品

倉
庫
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
個
々
の
属
具
や
商
品
を
質
権
の
直
接
の
客
体
と
し
て
い
る
点
か
ら
も
う
か
が
え
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
そ
の
考
え
方
の
具
体
的
な
現
わ
れ
と
し
て
は
、

た
と
え
ば
、
同
2
E
S
案
と
戸
各
自
白
ロ
ロ
案
の
い
ず
れ
も
が
、
「
附
加
」
の
局

の
局
面
で
も
、
少
な
く
と

面
で
の
目
的
物
の
範
囲
に
つ
い
て
、
法
律
の
枠
内
で
の
当
事
者
の
合
意
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
「
分
離
」

も
宮
町
自
白
ロ
ロ
案
で
は
、
「
通
常
の
経
営
過
程
に
お
け
る
処
分
」
に
よ
る
場
合
に
た
だ
ち
に
免
責
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
他

方
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
の
場
合
に
も
、
「
附
加
」
と
「
分
離
」

の
局
面
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
規
定
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
基
礎
に
は
、

抵
当
権
の
場
合
の
従
物
責
任
と
同
じ
考
慮
、
す
な
わ
ち
属
具
の
交
換
を
念
頭
に
そ
の
た
め
の
妥
当
な
規
制
を
行
な
お
う
と
い
う
考
慮
が
働
い

(M) 

て
い
る
。
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次
に
「
附
加
」
の
局
面
で
の
具
体
的
な
内
容
の
点
で
は
、

ま
ず
、

一
一
つ
の
草
案
は
、
集
合
物
へ
の
加
入
の
時
点
で
質
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ

と
を
当
事
者
が
約
定
し
う
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
も
、

や
は
り
、
全
体
と
し
て
の
属
具
に
加
わ
っ
た
時
点
か
ら

質
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
、

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
後
に
加
わ
っ
た
個
別
の
動
産
が
設
定
者
の
所
有
で
あ
る
か
否
か

が
問
題
と
な
る
。
設
定
者
の
所
有
で
な
い
場
合
、
用
益
賃
貸
借
質
権
の
効
力
は
所
有
権
取
得
の
時
点
ま
で
及
ば
な
い
。
ま
た
、
「
mF
自由ロロ

案
も
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
と
同
様
、
設
定
者
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
規
定
が
あ
る
が
、
}
ハ
2

E号
案
で
は
、

と
く
に
設
定
者
の
所

有
権
の
有
無
に
つ
い
て
規
定
は
な
い
。

ま
た
「
分
離
」
の
局
面
で
は
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
設
定
者
か
ら
の
「
善
意
取
得
」
に
つ
い
て
、
質
権
者

保
護
の
観
点
か
ら
、
厳
し
い
規
定
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
「
分
離
」
に
よ
っ
て
動
産
を
取
得
し
た
者
は
、
質
権
設
定
契
約
の
届
出
が
な

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

さ
れ
て
い
る
限
り
、
質
権
の
有
無
に
つ
い
て
善
意
の
主
張
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
個
々
の
属
具
が
「
通
常
の
経
営
の

範
囲
内
」
で
処
分
さ
れ
か
つ
質
権
者
に
よ
る
「
裁
判
上
の
権
利
主
張
以
前
に
」
搬
出
さ
れ
た
時
に
は
、
質
権
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
つ
の
草
案
の
う
ち
穴
2
E
F
案
で
は
、
善
意
取
得
に
つ
い
て
特
別
な
規
定
は
な
く
、

F
m
F
E
E
ロ
案
で
は
「
期
待
さ

れ
る
べ
き
照
会
」
を
行
な
わ
な
い
場
合
に
質
権
が
優
先
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
処
分
に
つ
い
て
も
穴
巾
-
E
S
案
で
は
と
く
に
規

定
を
設
け
て
い
な
い

ozu自
由
ロ
ロ
案
で
は
、
集
合
物
の
場
合
に
は
寸
通
常
の
経
営
過
程
に
よ
る
譲
渡
」

で
あ
る
と
き
に
は
、
免
責
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
善
意
取
得
の
面
で
は
、
}
ハ

2
E
S
案
や
戸
市
町
昌
吉
ロ
案
の
方
が
用
益
賃
貸
借
信
用
法
よ
り
も
善

意
取
得
を
認
め
や
す
く
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宍
巾
5
白
吾
案
な
ど
に
対
し
て
な
さ
れ
た
反
対
が
影
響
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
の
反
対
の
一
つ
は
、
質
権
の
公
一
不
に
よ
っ
て
設
定
者
の
経
営
状
態
が
暴
露
さ
れ
る
た
め
、
か
え
っ
て
与
信
が
難
し
く
な
ら
な
い

(
日
)

か
と
い
う
疑
問
を
基
礎
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
他
に
も
、
登
録
と
い
う
手
段
が
公
示
方
法
と
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か

北法45(5・137)831



説

と
い
う
疑
問
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
不
動
産
取
引
と
異
な
り
動
産
取
引
は
、
数
が
多
く
か
っ
電
話
や
電
信
を
用
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
登
録
簿
の
閲
覧
を
期
待
で
き
る
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
在
庫
商
品
の
場
合
に
は
、

論

そ
の
変
動
が
激
し
い
こ
と
か
ら
十
分
な
公
示
が
そ
も
そ
も
困
難
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
を
考
慮
す
れ
ば
、
質
権
者
の

保
護
よ
り
も
取
引
の
安
全
を
考
慮
し
て
、
将
来
の
与
信
者
を
保
護
す
る
機
能
と
質
権
者
を
保
護
す
る
機
能
と
い
う
登
録
の
持
つ
二
つ
の
機
能

(
日
)

の
う
ち
前
者
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
免
責
も
、
関

2
E妥
案
や
宮
町
日
告
ロ
案
の
方
が
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
よ
り
も
認
め
ら
れ
易
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
先
に
挙
げ

た
、
取
引
の
安
全
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
用
益
賃
貸
借
質
権
の
客
体
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
草
案
に
よ
る

質
権
の
客
体
と
が
、
内
容
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、

P
E担
任
案
ゃ

rF呂
田
ロ
ロ
案
の
想
定

す
る
質
権
の
客
体
で
あ
る

「
集
合
物
」
は
、
商
品
倉
庫
の
よ
う
に
、
譲
渡
を
目
的
と
す
る
集
合
物
で
あ
り
、
本
質
的
に
取
引
に
そ
の
存
立
基

盤
を
お
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
取
引
の
安
全
に
対
し
て
一
定
の
配
慮
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
が
「
附
加
」
・
「
分
離
」
の
場
面
で
想
定
し
て
い
る
の
は
、
農
業
機
械
の
交
換
な
ど
の
よ
う
に
一
定
期
間
そ
の
農

業
経
営
の
た
め
に
使
用
し
て
、

も
は
や
使
用
に
耐
え
な
く
な
っ
た
物
を
新
た
な
物
に
代
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
動
産
取
引
よ

り
も
不
動
産
上
で
の
経
営
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
も
、
用
益
賃
貸
借
信
用
法
が
質
権
の
客
体
と

し
て
想
定
し
た
「
集
合
物
」
は
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
集
合
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
登
録
質
権
と
い
う
制
度
を
用
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
質
権
の
客
体
と
な
る
も
の
が
議
渡
を
主
た
る
目
的
と
す
る
の

か
そ
れ
と
も
利
用
を
主
た
る
目
的
と
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
「
分
離
」
の
要
件
の
点
で
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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(
8
)
こ
こ
で
と
り
上
げ
る
用
益
賃
貸
借
信
用
法
の
条
文
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
規
定
は
、
従
前
の
一
九
二
六
年
法
と
同
じ
内
容
で
あ
る
(
本
節
序
注

(
1
)
参
照
)
。

第
一
条
用
益
賃
借
入
は
、
許
可
さ
れ
た
信
用
機
関
(
用
益
賃
貸
借
信
用
機
関
)
に
対
し
、
自
己
に
供
与
さ
れ
た
消
費
貸
借
の
担
保
と
し
て
、
そ
の

属
す
る
属
具
ロ
ヨ

g
g司
]
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
占
有
の
移
転
を
伴
わ
ず
に
、
質
権
(
∞
の
∞
一
二

O
四
条
一
項
)

を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
質
権
の
設
定
に
は
、
用
益
賃
借
人
と
債
権
者
と
の
聞
に
債
権
者
が
質
権
を
取
得
す
る
旨
の
合
意
の
合
意
と
、
そ
の
経
営
の
存
す
る
場
所
の

区
裁
判
所
へ
の
質
権
設
定
契
約
の
届
出
を
要
す
る
。
質
権
設
定
契
約
は
書
面
に
よ
る
こ
と
を
要
す
る
。
右
契
約
は
、
質
権
の
設
定
に
つ
い
て

の
合
意
の
他
、
債
権
額
、
債
権
が
利
息
っ
き
の
時
に
は
そ
の
利
息
、
そ
の
他
に
付
随
的
給
付
を
な
す
べ
き
時
に
は
そ
の
価
格
、
な
ら
び
に
債

権
の
弁
済
期
に
つ
い
て
の
約
定
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

用
益
賃
貸
借
信
用
機
関
は
、
設
定
し
よ
う
と
す
る
質
権
を
用
益
賃
貸
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
質
権
は
、
質
権
設
定
契
約
の
登
録
の
際
に
用
益
賃
借
入
に
属
す
る
全
て
の
属
具
に
及
ぶ
。
質
入
か
ら
個
々
の
属
具
物
件
[
2
ロ
N

己ロ巾

Z
S
E
S『浮世円
r]

が
除
外
さ
れ
る
べ
き
と
き
は
、
そ
の
物
件
を
質
権
設
定
契
約
中
に
個
別
に
か
っ
そ
の
特
徴
を
表
示
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

さ
ら
に
質
権
は
、
用
益
賃
借
入
が
質
権
設
定
後
の
取
得
し
た
属
具
物
件
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
属
具
全
体
に
加
え
ら
れ
た
と
き
か
ら
、
そ
の

効
力
を
及
ぼ
す
。
た
だ
し
、
質
権
の
効
力
の
及
ぶ
こ
と
が
用
益
賃
借
入
と
質
権
者
と
の
書
面
に
よ
る
合
意
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
て
お
り
、
か

北法45(5・140)834



こ
の
限
り
で
は
な
い
。
こ
の
約
定
に
お
い
て
は
そ
の
属
具
物

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

つ
右
合
意
が
二
条
一
項
に
掲
げ
た
る
裁
判
所
に
届
け
出
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

件
は
そ
の
特
徴
を
表
示
し
て
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
属
具
物
件
が
用
益
賃
借
入
に
属
さ
な
い
と
き
と
い
え
ど
も
、
債
権
者
は
、
質
権
を
取
得
す
る
。
た
だ
し
、
債
権
者
が
、
質
権
設
定
契
約
の

届
出
の
当
時
右
属
具
物
件
が
用
益
賃
借
入
に
属
さ
な
い
こ
と
を
知
り
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
知
ら
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

属
具
物
件
が
第
三
者
の
権
利
を
負
担
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
を
準
用
し
て
、
質
権
は
第
三
者
の
権
利
に
優
先
す
る
。
用
益
賃
貸
借
信

用
機
関
の
質
権
と
用
益
賃
貸
人
の
法
定
質
権
と
の
関
係
は
も
っ
ぱ
ら
一
一
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

民
法
九
一
二
五
条
の
規
定
は
、
そ
の
適
用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

第
五
条
第
三
者
が
用
益
賃
借
入
か
ら
質
権
の
付
着
し
た
属
具
、
物
件
ま
た
は
そ
の
上
の
権
利
を
取
得
し
た
と
き
は
、
質
権
設
定
契
約
が
区
裁
判
所
に

届
け
出
ら
れ
て
い
る
限
り
、
用
益
賃
貸
借
信
用
機
関
に
対
し
て
、
質
権
に
関
し
て
善
意
で
あ
る
こ
と
を
主
張
で
き
な
い
。

用
益
賃
借
入
が
属
具
物
件
を
処
分
し
た
と
き
は
、
右
処
分
が
通
常
の
経
営
の
範
囲
に
属
し
か
っ
質
権
者
が
質
権
を
裁
判
上
行
使
す
る
前
に

そ
の
属
具
物
件
が
土
地
か
ら
搬
出
さ
れ
た
と
き
に
限
り
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
。

第

二

条

用
益
賃
貸
人
は
、
第
一

O
条
の
規
定
に
従
っ
た
属
具
の
換
価
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
用
益
賃
貸
借
信
用
機
関
は
、
公
売
の
方
法
に

よ
ら
ず
に
換
価
を
行
な
う
た
め
に
は
、
用
益
賃
貸
人
の
同
意
を
要
す
る
。
用
益
賃
貸
借
信
用
機
関
は
、
用
益
賃
貸
人
の
請
求
に
よ
り
、
法
定

質
権
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
そ
の
用
益
賃
借
入
に
対
す
る
債
権
の
弁
済
ま
た
は
担
保
の
た
め
に
、
売
得
金
の
半
額
を
引
渡
す
こ
と
を
要
す
る
。

前
段
の
規
定
に
よ
り
用
益
賃
貸
人
に
引
渡
す
べ
き
金
額
が
そ
の
請
求
金
額
を
超
過
す
る
と
き
は
、
用
益
賃
借
入
ま
た
は
そ
の
債
権
者
は
、
そ

の
剰
余
に
対
し
て
、
用
益
賃
貸
借
信
用
機
関
が
こ
れ
に
対
し
何
ら
請
求
し
な
い
限
り
、
請
求
で
き
る
。

前
項
の
規
定
は
、
用
益
賃
貸
人
が
そ
の
法
定
質
権
を
実
行
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

(9)
こ
の
点
で
、
い
わ
ゆ
る
「
登
録
質
権
」
と
異
な
る
。
と
い
う
の
は
、
登
録
質
権
の
場
合
は
、
一
般
に
、
目
的
物
の
登
録
簿
へ
の
質
権
の
登
録

が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
は
、
ま
さ
に
不
動
産
抵
当
権
に
お
い
て
不
動
産
登
記
簿
へ
の
抵
当
権
の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
機
能
的
に
は
、
登
録
質
権
も
用
益
賃
貸
借
質
権
も
担
保
権
の
公
示
で
あ
り
、
抵
当
権
の
公
示
と
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は

北法45(5・141)835



市
町
的
∞

(
N司
円
・
出

)2v州ミ
T

~~ ，. 0 
キミ古伊〉

(;::;) Gralf Ibbeken， Einige Fragen zum Pachtkreditgesetz， RdL 1954， 86; Sichtermann， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 13; Merkel， Anmer. 

kung zum Urteil des RG vom 9. 11. 1933，]W 1934， 403; ]. v. Staudingers Kommentar zum Burgerlichen Gesetzbuch， Bd. 3.， 

12. Aufl.， 1981， S 1204 Rdn. 41， S. 1041 [Wolfgang Wiegand]; Harry Westermann， Sachenrecht， 5. Aufl.， 1966， S. 664f.; 

Munchener Kommentar zum Burgerlichen Gesetzbuch， Bd. 4. Sachenrecht， 2. Aufl.， 1986， S 1204 Rdn. 10， S. 1811臼urgen

Damrau] ; Edward Schaumburg， Bes山ー undbesitzlose Pfandrechte an Sachgesamtheiten mit wechselndem Bestand， Diss. Leip. 

zig， 1934， S. 5臼2f任f.;Ha初ansTh恥1児eo吋do町rSo悦er昭g伊刷el“1ν/Wo“1“fg伊an時1喝gS臼le出bert此t(ωhrsgιg.) ， 】Ko叩叩m即III町I
Auぱ凶fl.， 1987， Vor S 90 Rdn. 8.， S. 559 [Otto Muhl吐1];L 吋 Wl培gEn 町 ccerus/Hans Carl Nipperdey， Allgemeiner Teil des Burger. 

lichen Rechts， 1. Halbband， 15. Aufl.， 1959， S. 770; Kiesow， a. a. 0.， (Anm. 4) ， S. 22; Karl.Heinz Gursky/Winfried 
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(口同)Kiesow， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 17目

(自)Stillschweig， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 2605; Rothe， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 37f.; Nesemann， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 92ff.; Witt， a 

a. 0.， (Anm. 4)， S. 8 Anm. 2; Georg Pick. Das Inventarpfandrecht， JR 1927， Sp. 46 Anm. 9; Reichsgerichtsraten/Bundesrich. 

tern (hrsg.). Kommentar zum Burgerlichen Gesetzbuch， Bd. 3.， 2. Teil. 11. Aufl.. 1963. S 1204 Anm. 5. S. 1243 [Wilhelm 
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集合財産担保に関する基礎的考察 (2)
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な
お
、
集
合
物
の
質
入
の
場
合
に
、
集
合
物
そ
れ
自
体
が
客
体
と
な
る
と
い
う
考
え
方
自
体
は
、
集
合
物
論
を
と
る
場
合
、
共
通
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
二
節
で
紹
介
し
た
2
2
Z
お
よ
び

F
r
o
-
o耳
目
笠
の
見
解
を
参
照
の
こ
と
。

(日
)
Z
2
巾
自
白
ロ
戸
白
血
・

0
・
・
(
〉
ロ
B
-
品
)
・
的
句
。
・

(

日

)

凶

R
F
Z
「
呂
田
口
戸
田
・
白
・

0
・
(
〉
ロ
B
-
A
H
y
m
-
ω
一
Z
巾
日
巾
自
由
ロ
P
印
。
回

O
J
(
〉
ロ
ヨ
・
八
日
)
-
m
-
匂
(
)
同
一
月
三
F
F
白
血

O
-
(
〉
ロ
ヨ
'
品
)
・
ω
・
ω
己
・

な
お
、
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
」
2
8
Z
『
ョ
の
定
義
に
つ
い
て
、
∞
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∞
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八
六
条
に
お
け
る
解
釈
を
引
用
し
、
さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
と
し
て

は
、
回
。
∞
九
八
条
の
規
定
に
従
う
も
の
と
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
で
も
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
」
ロ
Z
E
R
3
と
は
、

「
従
物
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
争
い
は
な
い
。
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っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
所
有
権
留
保
条
件
で
動
産
を
債
務
者
に
売
却
し
た
売
主
は
自
己
の
担
保
を
失
ぃ
、
債
務
者
の
支

払
い
停
止
の
場
合
に
は
損
失
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
留
保
所
有
権
者
(
売
主
)
は
、
用
益
賃
貸
借
信
用
機
関
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銀
行
)
に
対

し
て
、
所
有
権
留
保
条
件
で
売
却
を
行
な
っ
た
こ
と
を
通
知
す
る
と
い
う
対
抗
策
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
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け
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を
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四
条
一
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の
要
求
す
る
善
意
無
重
過
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の
要
件
を
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す
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こ
と
が
で
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留
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所
有
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優

先
す
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る
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(~) Sichtermann， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 24ff.; Schaumburg， a. a. 0.， (Anm. 10)， S. 58; Stillschweig， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 2608; 

Karl Kroeschell， Landwirtschaftsrecht， 2. Aufl.， 1966， S. 121; Volkher Ker!， Inventarpfandrecht an nachtraglich einverleibten 

fremden Inventarstucken ?， RdL 1962， 32ff.; von Wendorff， Uber den Pachtkredit nach dem Urteil des BGH. vom 26. April 

1961 珊ZR41160ー， RdL 1965， 223ff 

(自)Sichtermann， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 26; Stillschweig， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 2608; Schaumburg， a. a. 0.， (Anm. 10)， S. 58 

(0$) Pick， a. a. 0.， (Anm. 12)， S. 52f.: Witt， a目 a.0.， (Anm. 4)， S. 9; Rothe， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 43; Nesemann， a. a. 0.， (Anm. 

4)， S. 99f.; Staudinger-Wiegand， a. a. 0.， (Anm. 10)， Anh zu S 1257 Rdn. 35， S. 1220f.; BGB-RGRK-Kregel， a. a. 0.， (Anrn. 

12)， S 1207 Anrn. 5， S. 1259f.; Hans Theodor Soerge1/Wolfgang Siebert (hrsg.)， Kornrnentar zurn Burgerlichen Gesetzbuch， 

Bd. 6 Sachenrecht， 12. Aufl.， 1989， S 1207 Rdn. 13， S. 1579 [Otto Muhl] ;Heinrich }acobi， Das Inventarpfandrecht nach dern 

Pachtkreditgesetz， ZKredW 1967， 548; Ibbeken， a. a. 0.， (Anm. 10)， S. 86f. 

(自)Rothe， a. a. 0.， (Anrn. 4)， S. 42f.; Nesemann， a. a. 0.， (Anrn. 4)， S. 99f. 

(~) リ8#議案1主81斗容さ2F tgヨヨ 8#議喜字軍[凶]事|ヤ.'1~ニ ν4似常収)~ν ニI{l O

(~) Sichterrnann， a. a. 0.， (Anrn. 4)， S. 27f. 

(~) ~~....J' BGB同<¥ ~然 1 \1郵:，q吋 b同同干王様， }j:j 1(O~' 同〈同様e 寝耳{W è1 斗均二会~I{l賢治$11(也-<8場制定紙製心 IJ8誕

進仕立吋I{l出n(~撃..>J 8 ilE~.!.2 0 エトJ~' !@:~~~8~翼{~.!.2吋-，=，' -，;t ('当♂ II司祭.!.2ムi('ν 威問符tJ~l{l lJ ..>J.!.2会6 1{l O IJ8担当'

「余糧J .'1 ~エ ν醤-，=，~，Ç'''J 心 !.2~-\J; 。

(gj) Rothe， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 47ff 

(詰) リ8 I~返事よ-1 8 鍵~，同感J 8 窓生長.'1。ェν士主'判様相尽Q静穏e1ヰミニν'時'8室長:þ~吋-'='$樫 è1 1眠時 ~~8格程奇己保約

ヰ二 ν エ~吋小早J -%， トQ 0 V gl. Rothe， a. a. 0.， (Anrn. 4)， S. 48ff.; Stillschweig， a. a. 0.， (Anrn. 4)， S. 2608. 

(お)Nesemann， a. a. 0.， (Anrn. 4)， S. 104f. 

(討)Sichterrnann， a. a. 0.， (Anrn. 4) ，S. 28ff.; Nesernann， a. a‘O. (Anm. 4)， S. 105; Rothe， a. a. 0.， (Anm. 4)， S. 52. 

(沼)Sichterrnann， a. a. 0.， (Anrn. 4) ，S. 29; Schaumburg， a. a. 0.， (Anrn. 10)， S. 59目
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集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 
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こ
の
他
、
用
益
賃
貸
人
が
そ
の
賃
料
債
権
を
担
保
す
る
た
め
に
切
の
回
の
規
定
に
従
っ
て
取
得
す
る
法
定
質
権
と
の
競
合
が
問
題
と
な
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
掲
注

(
8
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で
挙
げ
た
よ
う
に
、
第
一
一
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に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
。
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)
こ
の
制
度
に
関
す
る
提
案
は
、
日
E
E
任
案
や
「
各
呂
田
口
口
提
案
の
他
に
も
、
ω
即
Z
Z
2
提
案
や
0
2
5
5
提
案
な
ど
多
数
存
在
す
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
そ
の
全
て
を
詳
細
に
と
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
法
律
案
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
と
り
上
げ
る
こ

と
に
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、

rz異
常
提
案
な
ど
の
ド
イ
ツ
法
曹
大
会
な
と
で
提
案
さ
れ
た
も
の
は
、
直
接
と
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
具

体
的
に
は
、
一
九
二
六
年
の
ラ
イ
ヒ
議
会
に
提
案
さ
れ
た
穴
m
E
山
号
案
と
、
一
九
三
六
年
に
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
立
法

提
案
で
あ
る
Z
F
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E
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を
取
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扱
う
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に
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改
革
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す
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両
者

の
利
害
対
立
が
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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二
項
。
〈
悶
包
一
一
こ
.
一
聞
国
F
由

rめ2同5ロユ円岳FFτ巾F自
E即自口E口.河巾広同。ミ『呂
ι巾R「穴F『巾a急ιε-

。巾印巾門
N

巾一由2山2，〈、
D
「凶円『FE困己一芯白岡)白ロ同の「巴ロ門
ι同門己同巾2同『.∞巾同吋
.m即w門z
戸

=-5ロ悶内ロ【己】巾印〉ロ∞印円}『阿
E巴凹山印史刷虫
m巾川以山印凶同旨凡骨町「目司》巾2同『.印。ロ巾口
e

〈
巾
『
巳
口
中
ロ
ロ
品
∞
円
F
E
-
且
司
巾
口
『
片
品
巾
「
〉
F
S
門
戸
巾
岡
田
5
2
Z
-

F
5
2
F
g
m
R
E
F
S
一
垣
市
『
口
市
『
∞
円
Z
Z
『
門
¥
者
巾
吋
ロ
巾
『
∞
円
F
E
品
¥
』
u
a
g
閉
山
市
開
何
巾
(
『
『
印
明
)
・
〉
E
号
g
-
巾
『
=
『
0
2
z
s
g
F
n
Z
H
C
ω
ω
1
5
2
句
g

gwo--巾
品
市
司
〉
ロ
凹
印
門
町
民
目
的
少
∞
品
目
'
ω
-
H
U
句
。
・
ω
・
吋
N
N

(
M
W
)

穴
2
E
号
案
の
う
ち
、
こ
こ
で
関
係
す
る
部
分
を
紹
介
す
る
。
〈
包
・
〈
R
E
E
Z
口
問
自
己
市
山
河
2
Z
S
岡
市
戸
ω
・
巧
白
F
6
2
0
P
E
N
品
¥
N
P

U
E
円
r
g
円
Z
Z
『
E
H
H
-
な
お
、
同
2
E
F
案
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
寺
田
治
郎
「
濁
逸
の
『
カ
イ
ナ

l
ト
案
』
」
法
協
五
五
巻
(
一
号
一
一

六
頁
以
下
)
一
一
六
頁
以
下
(
昭
二
一
)
が
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
も
こ
れ
を
参
考
に
し
た
。

第
二
条
質
権
設
定
者
が
物
を
占
有
す
る
と
き
は
、
動
産
質
権
の
設
定
は
、
以
下
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
登
録
質
と
し
て
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
。

第
三
条
登
録
質
権
の
方
式
に
よ
っ
て
、
農
業
、
林
業
、
園
芸
業
又
は
営
業
上
の
企
業
財
産
に
属
す
る
動
産
は
、
個
別
的
に
又
は
集
合
物
と
し
て
、

質
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鉱
業
そ
の
他
の
採
掘
業
は
、
こ
の
法
律
に
お
け
る
営
業
と
看
倣
さ
れ
る
。
自
由
職
業
は
営
業
に
あ
た
ら

t
、。

#
匂
し商
法
四
二
四
条
及
び
四
五

O
条
、
六
四
七
条
並
び
に
内
水
区
域
航
行
法
二
六
条
及
び
七
二
条
の
場
合
に
は
、
登
録
質
権
の
方
式
に
よ
る
質

権
設
定
は
、
許
さ
れ
な
い
。

第
四
条
質
権
の
設
定
の
た
め
に
は
、
債
権
者
に
質
権
を
取
得
さ
せ
る
旨
の
質
権
設
定
者
と
債
権
者
の
物
権
的
合
意
及
び
登
録
裁
判
所
へ
の
質
権
設

定
契
約
の
届
出
を
要
す
る
。

民
法
八
七
三
条
二
項
及
び
八
七
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。
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集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

第
五
条
質
権
設
定
は
、
質
権
が
左
の
範
囲
に
及
ぶ
と
の
規
定
を
も
っ
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

-
構
成
要
素
の
変
動
す
る
集
合
物
、
と
り
わ
け
商
品
倉
庫
や
在
庫
品
等
々
の
場
合
に
は
、
そ
の
時
々
に
集
合
物
に
加
入
す
る
物

質
物
が
破
損
若
し
く
は
致
損
さ
れ
又
は
そ
の
他
質
権
設
定
者
か
ら
取
り
去
ら
れ
た
場
合
に
こ
れ
に
代
わ
る
物

内
ノ
“

第
六
条
質
権
設
定
契
約
は
、
左
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
る
こ
と
を
要
す
る
。

-
質
権
設
定
の
旨
の
物
権
的
合
意

債
務
者
の
名
称

債
務
者
が
質
権
設
定
者
で
な
い
時
に
は
、
質
権
設
定
者
の
名
称

債
権
の
金
額
及
び
利
息
付
き
で
あ
る
時
に
は
そ
の
利
率

質
物
(
三
条
前
段
)
の
明
確
な
表
示

五
条
に
示
さ
れ
た
何
ら
か
の
約
定

2 3 4 5 po 

第
七
条
登
録
裁
判
所
へ
届
け
出
ら
れ
た
質
権
設
定
契
約
は
、
質
登
録
簿
へ
記
載
さ
れ
る
。

質
権
は
、
質
権
設
定
契
約
の
届
出
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ
る
。
質
権
設
定
契
約
が
締
結
後
一
週
間
以
内
に
登
録
裁
判
所
に
届
け
出
ら
れ
た

と
き
は
、
右
質
権
は
、
締
結
の
と
き
か
ら
効
力
を
生
じ
る
。

五
条
一
号
の
場
合
に
は
そ
の
加
入
の
時
点
、
又
は
、
五
条
二
号
の
場
合
に
は
代
物
を
質
権
設
定
者
が
占
有
し
た
時
点
か
ら
、
質
権
は
そ
の

効
力
を
生
じ
る
。

第
九
条
無
権
利
者
か
ら
権
利
を
取
得
し
た
者
の
た
め
の
∞
の
∞
及
び
図
。
ロ
の
規
定
、
と
り
わ
け
∞
の
∞
九
三
六
条
及
ぴ
一
二

O
七
条
、

並
び
に
因
。
国
三
六
六
条
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
質
権
の
効
力
発
生
時
点
(
六
条
)
は
、
善
意
の
認
定
に
と
り
基
準
と
な
る
。

第
一
八
条

前
一
七
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
質
の
方
法
で
担
保
に
供
し
う
べ
き
物
に
つ
い
て
は
、
本
法
施
行
以
後
、

北法45(5・147)841

一
二

O
五
条

物
の
引
渡
に
代
え
て
民
法
九
三
一

O



説首命

条
の
意
味
に
お
け
る
合
意
を
な
す
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
譲
渡
担
保
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
お
、
原
文
の
草
案
六
条
五
号
の
「
(
二
条
前
段
)
」
と
同
条
六
号
の
「
四
条
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
三
条
前
段
」
と
「
五
条
」
の
明
ら
か
な

誤
植
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
修
正
し
て
こ
こ
で
紹
介
し
た
。
〈
包
呂
田
円

2
印ヨ白・白・

0
・
(
〉
ロ
ヨ

-S)・
∞
句
。
・

(
幻
)
し
か
し
、
同

2
E号
案
は
、
集
合
物
に
つ
い
て
の
定
義
規
定
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
条
文
上
例
示
さ
れ
て
い
る

zg白
『
巾
ロ
一
回
岡
市
『
ョ
や
」
D

『
E
丹
市
三
の
解
釈
が
必
要
と
な
ろ
う
。

(
必
)
〈
包
・
司
『
広
島
広
口
己
巾
『
・
白
・
白
・

0
・
(
〉
ロ
ロ
戸
品
(
)
)
-
m
H
C
土

な
お
、
集
合
物
が
質
権
の
目
的
物
で
あ
る
場
合
に
、
個
物
の
処
分
が
行
わ
れ
た
時
の
質
権
の
効
力
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
甲

E
Eロa

己
負
・
白

P
O
-
-
E
E
H・品
S
・M
・
-
O
印
・
は
、
集
合
物
か
ら
の
分
離
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
質
権
の
拘
束
か
ら
個
物
が
免
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
た

と
え
ば
、
債
務
者
に
よ
る
「
通
常
の
経
営
の
範
囲
内
で
の
処
分
」
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
求
め
る
趣
旨
を
含
ん
で
い
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
ま
っ
た
く
記
述
が
な
く
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
条
項
も
な
い
こ
と
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う

な
要
件
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
質
権
者
の
保
護
を
別
途
図
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

(
却
)
宮
町
田
宮
口
・
白
伊

0
・
(
〉
ロ
g
・
2)・
ω・、吋
N
N

吋

ω品
戸
内
F
E
E
ロ
案
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
と
り
上
げ
る
条
文
を
紹
介
し
て
お
く
。

な
お
、
宮
F
g
gロ
案
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
長
谷
部
茂
吉
「
濁
逸
の
『
信
用
捨
保
法
草
案
』
(
一
)
(
二
・
完
)
」
法
協
五
七
巻
(
五
号
六
九
頁
)

八
六
五
頁
以
下
お
よ
び
同
巻
(
六
号
五
三
頁
)
一

O
五
三
頁
以
下
(
昭
一
四
)
が
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
の
条
文
訳
に
つ
い
て
、

右
論
文
を
参
照
し
た
。

第
一
条
契
約
質
の
許
容

動
産
質
権
は
、
原
則
と
し
て
、
質
権
者
が
質
権
設
定
に
関
す
る
民
法
又
は
商
法
の
規
定
に
従
い
質
物
の
占
有
を
取
得
す
る
こ
と
を
要
件
と

す
る
。前
項
の
占
有
取
得
を
伴
わ
な
い
契
約
に
よ
る
質
権
(
登
録
質
権
)
設
定
は
、
本
法
律
の
規
定
に
従
つ
て
の
み
許
さ
れ
る
。

第
二
条
契
約
質
の
客
体

何
人
も
、
特
定
の
物
を
契
約
質
に
よ
り
質
入
れ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

営
業
者
は
、
商
品
倉
庫
、
属
具
、
在
庫
品
の
如
き
自
己
の
営
業
財
産
に
属
す
る
集
合
物
自
体
を
も
、
全
部
又
は
一
部
、
質
入
れ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

北法45(5・148)842 



集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

差
押
の
で
き
な
い
物
に
つ
い
て
は
契
約
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
条
契
約
質
の
拡
張
宵
『

5
5「
E四
]

当
事
者
は
質
権
設
定
契
約
に
お
い
て
、
契
約
質
が
左
の
物
に
も
及
ぶ
べ
き
旨
を
、
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

-
致
損
、
破
壊
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
取
引
の
目
的
と
な
り
え
な
い
質
物
の
代
わ
り
と
な
る
代
償
物
百
「
g
R
2
R
r乙
又
は
そ

の
他
の
代
償
価
値
[
肘
ヨ
己
N

垣
内
『
怠
]
。
右
に
対
す
る
質
権
は
、
そ
れ
が
質
権
設
定
者
の
占
有
に
帰
し
た
と
き
に
生
じ
る
。

2

質
物
の
譲
渡
に
よ
り
生
じ
た
債
権
。
こ
れ
に
対
す
る
質
権
は
、
右
債
権
の
発
生
と
同
時
に
生
じ
る
。

3

構
成
要
素
の
変
動
す
る
集
合
物
、
と
く
に
商
品
倉
庫
の
と
き
に
は
、
そ
の
時
々
に
右
集
合
物
に
加
え
ら
れ
た
物
。
た
だ
し
、
こ
の

法
律
よ
る
契
約
質
の
目
的
と
な
り
又
は
他
の
者
の
所
有
に
属
す
る
と
き
に
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
こ
れ
に
対
す
る
質
権
は
質
権
の
目
的
と

な
っ
て
い
る
全
体
に
加
え
ら
れ
た
と
き
に
生
じ
る
。

4

質
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
商
品
の
加
工
に
よ
り
生
じ
る
新
た
な
物
。

異
な
っ
た
当
事
者
の
質
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
又
は
他
の
者
の
所
有
に
帰
属
す
る
(
所
有
権
留
保
、
委
託
関
係
又
は
類
似
の
法
律
関

係
に
基
づ
く
場
合
を
問
わ
ず
)
原
料
が
加
工
さ
れ
た
と
き
に
は
、
右
権
利
に
代
わ
っ
て
、
加
工
原
料
の
価
値
に
比
例
し
て
右
当
事
者
の
法

定
共
同
質
権
が
生
じ
る
。
右
質
権
は
新
た
な
物
が
製
作
さ
れ
た
時
点
で
生
じ
る
。
生
産
物
に
つ
い
て
少
額
の
持
分
を
有
す
る
債
権
者
は
、

そ
の
債
権
が
弁
済
期
に
あ
る
と
き
と
難
も
、
換
価
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

前
項
の
規
定
を
越
え
る
拡
張
は
無
効
と
す
る
。

同
一
債
務
者
に
対
す
る
他
の
債
権
者
の
特
定
の
債
権
が
弁
済
さ
れ
る
ま
で
あ
る
債
権
者
の
担
保
の
た
め
に
質
入
れ
さ
れ
た
物
の
担
保
責
任

が
存
続
す
べ
き
旨
の
合
意
も
ま
た
同
じ
。

第
六
条
契
約
質
の
設
定

契
約
質
は
、
設
定
者
と
質
権
者
間
の
特
別
な
書
面
に
よ
る
契
約
に
お
い
て
約
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
右
質
権
は
、
設
定
者
が
質
権
者

に
証
書
を
交
付
し
た
と
き
に
成
立
す
る
。

営
業
者
に
よ
っ
て
商
品
倉
庫
、
属
具
、
在
庫
品
の
如
き
自
己
の
企
業
財
産
に
属
す
る
総
体
ロ
号
巾
間
『
民
]
そ
れ
自
体
が
全
部
又
は
一
部
質
入

れ
さ
れ
る
と
き
は
、
右
証
書
が
管
轄
登
録
所
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
質
権
は
右
提
出
に
よ
り
効
力
を
生
じ
る
。
設
定
者
は
、
な
お
、

質
権
者
に
対
し
て
契
約
一
証
書
の
抄
本
又
は
謄
本
を
交
付
す
べ
き
義
務
を
負
う
。
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説論

第
七
条
質
権
設
定
契
約
の
内
容

質
権
設
定
契
約
は
、
左
の
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

-
質
権
設
定
者
及
び
債
務
者
並
び
に
質
権
者
の
名
称

2

質
権
設
定
の
合
意

3

債
権
、
そ
の
金
額
又
は
そ
れ
が
変
動
す
る
と
き
に
は
そ
の
最
高
額
の
各
表
示
、
利
息
付
き
で
あ
る
と
き
に
は
利
率
及
び
従
た
る
給

付
が
あ
る
と
き
は
そ
の
金
額
の
記
載
、
並
び
に
、
債
権
の
弁
済
期
の
約
定

4

そ
の
確
認
を
与
え
る
質
物
の
明
確
な
表
示
、
商
品
倉
庫
、
属
具
又
は
そ
の
他
の
総
体
に
属
す
る
場
合
に
は
商
品
の
保
管
及
び
貯
蔵

の
詳
細
な
方
法
に
つ
い
て
の
表
示
。
た
だ
し
倉
庫
台
帳
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
さ
ら
に
右
台
帳
へ
の
記
載
を
要
す
る
。

5

四
条
所
定
の
代
償
価
値
及
び
債
権
へ
の
質
権
の
拡
張
に
つ
い
て
の
合
意
。

質
権
設
定
契
約
に
お
け
る
利
率
及
び
従
た
る
給
付
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
与
信
条
件
が
詳
細
に
約
定
さ
れ
た
証
書
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
面
上
の
付
随
的
協
定
に
よ
り
又
は
ラ
イ
ヒ
銀
行
の
割
引
率
に
従
う
こ
と
に
よ
り
与
信
条
件
が
後
日
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
留
保
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
ま
た
こ
れ
を
有
効
と
す
る
。

第
九
条
質
権
設
定
証
書
及
び
担
保
台
帳
に
関
す
る
設
定
者
の
義
務

設
定
者
は
質
権
設
定
証
書
の
抄
本
又
は
謄
本
を
注
意
深
く
保
管
す
る
義
務
を
負
う
。

営
業
者
(
二
条
二
項
)
は
質
権
設
定
証
書
の
抄
本
を
担
保
台
帳
に
時
間
の
順
序
に
従
い
編
綴
し
保
管
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
右
証
書
の
除

去
は
、
す
べ
て
の
貸
付
が
終
了
し
た
と
き
に
、
許
さ
れ
る
。

企
業
財
産
に
属
す
る
総
体
の
質
入
(
六
条
二
項
)
の
と
き
は
、
営
業
者
は
登
録
所
に
提
出
し
た
質
権
設
定
契
約
と
同
時
に
一
定
の
カ

l
ド

に
記
載
・
署
名
し
て
登
録
所
に
提
出
す
る
こ
と
、
並
ぴ
に
、
右
カ

l
ド
の
抄
本
を
担
保
台
帳
に
編
綴
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
担
保
台
帳
に
、

こ
の
種
の
営
業
に
と
っ
て
適
切
な
か
っ
通
常
の
方
法
に
よ
る
構
成
要
素
の
変
動
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
一

O
条
質
物
に
関
す
る
設
定
者
の
義
務

設
定
者
は
、
質
物
の
注
意
深
い
保
管
及
ぴ
保
護
の
義
務
を
負
う
。
設
定
者
は
七
条
一
項
三
号
に
よ
る
質
物
を
で
き
る
限
り
詳
細
な
記
載
を

行
な
う
こ
と
を
要
す
る
。

個
々
の
質
物
を
譲
渡
し
又
は
担
保
に
提
供
す
る
際
に
は
、
設
定
者
は
、
質
権
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
。
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譲
渡
の
目
的
を
有
す
る
集
合
物
の
質
入
の
際
に
は
、
設
定
者
は
、
そ
の
譲
渡
が
通
常
の
営
業
取
引
以
外
の
方
法
で
行
な
わ
れ
か
つ
集
合
物

の
全
部
又
は
そ
の
大
部
分
に
か
か
わ
る
と
き
に
限
り
、
右
同
意
の
取
得
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

譲
渡
の
目
的
と
有
さ
な
い
集
合
物
の
質
入
の
際
に
は
、
設
定
者
は
、
通
常
の
財
産
管
理
の
範
囲
を
超
え
る
か
又
は
担
保
の
価
値
を
著
し
く

損
な
う
譲
渡
に
つ
い
て
質
権
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
二
ハ
条
第
三
者
に
よ
る
質
物
の
善
意
取
得

契
約
質
の
付
着
し
た
物
の
質
権
の
拘
束
か
ら
白
由
な
取
得
は
、
取
得
者
が
民
法
九
二
九
条
以
下
の
規
定
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
に
契
約
質

権
に
つ
き
悪
意
で
あ
る
か
又
は
と
く
に
設
定
者
若
し
く
は
場
合
に
よ
り
登
録
所
に
期
待
さ
れ
る
べ
き
照
会
を
行
な
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
他
の
物
権
の
取
得
に
つ
き
ま
た
同
じ
。

集
合
物
の
一
部
と
し
て
契
約
質
権
に
服
し
て
い
る
物
は
、
営
業
主
に
よ
り
個
々
の
物
と
し
て
通
常
の
営
業
過
程
に
お
い
て
譲
渡
さ
れ
た
と
き
、

当
然
に
質
権
の
拘
束
か
ら
免
れ
る
。

第
三
三
条
施
行
及
び
民
法
、
商
法
の
変
更

本
法
は
、
・
:
:
:
:
日
よ
り
こ
れ
を
施
行
す
る
。

本
法
の
施
行
と
と
も
に
民
法
及
び
商
法
の
次
の
規
定
を
左
の
如
く
変
更
す
る
。

-
(
省
略
)

2

九
三

O
条
に
次
の
条
文
を
二
項
と
し
て
附
加
す
る
。

取
得
者
の
債
権
の
担
保
の
た
め
に
な
さ
れ
た
前
項
の
引
渡
に
変
わ
る
方
法
は
こ
れ
を
無
効
と
す
る
。
民
法
の
規
定
に
よ
る
占
有
取
得

を
伴
わ
な
い
右
債
権
の
担
保
の
た
め
の
動
産
担
保
は
担
保
法
の
規
定
に
よ
る
契
約
質
権
の
設
定
に
よ
っ
て
の
み
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
以
下
省
略
)

な
お
、

Z
F
B
Eロ
草
案
は
、
ド
イ
ツ
法
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
議
論
を
経
て
、
そ
の
多
数
の
支
持
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
〈
四
一
者
句
ロ
巾
『

P
E
Z
3
2
2乙
・
円
以
ロ

-
2
5同・
5
・
t
司
m
g
q
p
F
Z
U巾
『
同
¥
者
ぬ
『
口
令

m
n
y
E
ミ
E
a
g
河内向畑町

(F3m)
・
〉
宮
巳
巾
邑
】
町
富
「
ロ

2
昨日円

E
g
河内円宮

]{匂
ω
ω
l
H
匂
品
目
司
『

og-szm
己
巾
「
〉
=
回
目
門
町
己
凶
日
夕
回
且
田
・

ω
・]{句。。・∞
-
U
H
同『・

(羽

a
)
後
掲
注
(
印
)
参
照
。

(
印
)
費
用
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、

集合財産担保に関する基礎的考察 (2) 

登
録
所
と
し
て
、

商

工

会

議

所

(
-
ロ
己
巴
印
門
コ
巾
・
ロ
ロ
品
出
血
ロ
(
ぽ
一
日
}
内
何
回
目
ヨ
巾
「
)

や
手
工
業
会
議
所
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